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國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵

　
　
　『
新
古
今
和
歌
集
』
酒
井
宇
吉
氏
旧
蔵
本
上
帖
の
解
題
と
翻
刻

荒　

木　

優　

也　
　

　
『
新
古
今
和
歌
集
』
は
、
多
く
の
写
本
が
今
日
ま
で
伝
来
す
る
も
の
の
、
そ
の
諸
本
系
統
は
必
ず
し
も
明
確
に
分
け
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
そ
れ
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
が
成
立
過
程
の
途
中
か
ら
流
布
し
、
更
に
そ
の
い
ろ
い
ろ
な
段
階
の
本
文
が
混
交
し
た
り
、
校
合

さ
れ
た
り
し
て
書
写
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
そ
う
い
っ
た
事
情
や
写
本
の
多
さ
か
ら
、『
新
古
今
和
歌
集
』
諸
本
を
考
え
る
た
め
に
は
何
ら

か
の
方
針
で
調
査
範
囲
を
し
ぼ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
よ
う
。
そ
の
方
針
の
一
つ
と
し
て
、
書
写
時
期
が
古
い
諸
本
（
鎌
倉
期
～
南
北
朝
期
）

に
限
定
し
て
本
文
を
見
る
と
い
う
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。
今
回
、
翻
刻
し
て
紹
介
す
る
酒
井
宇
吉
氏
旧
蔵
本
（
以
下
、「
酒
井
本
」

と
略
す
）
も
鎌
倉
後
期
と
書
写
時
期
が
古
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
比
較
に
寄
与
す
べ
き
本
と
言
え
よ
う
。

　

酒
井
本
は
、『
新
編
国
歌
大
観
』
収
載
の
異
本
歌
一
覧
で
「
酒
井
宇
吉
氏
蔵
本
」
と
神
田
の
古
書
肆
一
誠
堂
書
店
の
主
人
酒
井
宇
吉
氏
の

名
を
冠
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
本
で
、
の
ち
に
武
田
祐
吉
博
士
所
蔵
、
博
士
没
後
に
本
学
図
書
館
に
寄
贈
さ
れ
た
。
旧
蔵
者
と
し
て
判
明

し
て
い
る
一
人
と
し
て
保
阪
潤
治
氏
が
お
り
、
保
阪
氏
に
送
ら
れ
た
松
田
武
夫
氏
の
書
簡
が
一
緒
に
伝
来
す
る（

註
）。
ま
た
、
保
阪
氏
所
蔵
の

昭
和
十
二
年
に
は
重
要
美
術
品
に
認
定
さ
れ
て
お
り（
旧
重
要
美
術
品
）、そ
の
認
定
書
も
現
在
に
い
た
る
ま
で
付
さ
れ
て
い
る
。
現
在
は
、
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本
学
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
お
い
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

　

伝
来
す
る
二
帖
の
う
ち
、
上
帖
は
真
名
序
（
冒
頭
1
丁
分
を
欠
く
）・
仮
名
序
（
7
丁
と
8
丁
の
あ
い
だ
に
2
丁
分
欠
く
）・
巻
一
か
ら

巻
四
ま
で
の
ほ
ぼ
全
体
と
巻
五
の
一
部
、
下
帖
に
巻
十
六
～
二
十
の
大
半
を
収
め
、
巻
六
か
ら
巻
十
五
ま
で
の
本
文
は
欠
く
。
ま
た
、
現

存
す
る
各
巻
も
落
丁
な
ど
の
た
め
に
欠
脱
歌
が
多
い
。
下
帖
に
は
選
者
名
注
記
が
あ
る
が
、
上
帖
に
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
上
下
帖
で

筆
者
が
異
な
り
、
和
歌
本
文
の
一
面
行
数
も
上
帖
が
九
行
、
下
帖
が
十
～
十
三
行
、
下
帖
の
み
巻
末
歌
が
六
行
散
ら
し
書
き
に
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、上
下
帖
で
性
格
の
違
う
本
文
で
あ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、上
帖
を
本
号
、下
帖
を
次
号
に
お
い
て
別
々

に
翻
刻
・
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。
上
帖
の
書
誌
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
〈
外　
　

題
〉
ナ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
内　
　

題
〉「
新
古
今
和
謌
集
巻
第
一
」（
巻
二
～
四
は
「
和
歌
集
」
と
す
る
）

　
〈
巻　
　

冊
〉
五
巻
一
帖　
　
　
　
　
　
　
〈
保
存
状
況
〉
前
半
部
破
損
甚
大

　
〈
体　
　

裁
〉
綴
葉
装
。
枡
形
本
。　
　
　
〈
書
写
年
代
〉
鎌
倉
時
代
後
期

　
〈
表　
　

紙
〉
渋
引
表
紙　
　
　
　
　
　
　
〈
表
紙
寸
法
〉
縦
一
五
・
六
㎝
×
横
一
五
・
四
㎝

　
〈
字　
　

高
〉
十
三
・
八
㎝　
　
　
　
　
　
　
〈
見
返
し
〉
表
紙
共
紙

　
〈
一
面
行
数
〉
真
名
序
一
面
八
行
、
仮
名
序
一
面
九
行
、
和
歌
本
文
一
面
九
行
（
例
外
あ
り
）。　

　
〈
丁　
　

数
〉
九
折
一
〇
五
丁
、
う
ち
遊
紙
首
一
丁
。

　
〈
奥　
　

書
〉
ナ
シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
印　
　

記
〉「
國
學
院
大
學
圖
書
館
印
」

　
〈　

 

箱 　

〉
印
籠
蓋
箱
（
蓋
表
右
上
に
「
廿
五
番
」
と
書
か
れ
た
貼
紙
あ
り
）

　

折
毎
の
丁
数
も
以
下
に
示
そ
う
。
一
折
目
（
右
４
丁
＋
表
表
紙
・
左
３
丁
）、
二
折
目
（
右
７
丁
・
左
７
丁
）、
三
折
目
（
右
７
丁
・
左
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７
丁
）、
四
折
目
（
右
７
丁
・
左
７
丁
）、
五
折
目
（
右
７
丁
・
左
７
丁
）、
六
折
目
（
右
５
丁
・
左
５
丁
）、
七
折
目
（
右
７
丁
・
左
７
丁
）、

八
折
目
（
右
７
丁
・
左
７
丁
）、
九
折
目
（
右
２
丁
・
左
２
丁
＋
裏
表
紙
）
で
あ
り
、
一
折
目
の
み
左
右
で
丁
数
が
違
っ
て
い
る
。

　

本
文
系
統
と
し
て
は
、
切
継
期
の
本
文
を
反
映
し
て
い
る
本
文
と
考
え
ら
れ
る
。
切
継
期
と
は
、『
新
古
今
和
歌
集
』
編
纂
途
中
の
本

文
で
あ
り
、
定
稿
し
た
『
新
古
今
和
歌
集
』
に
は
収
録
さ
れ
な
い
、
編
纂
段
階
で
除
か
れ
た
和
歌
（
切
り
出
し
歌
）
が
含
ま
れ
る
。
酒
井

本
が
有
す
る
切
り
出
し
歌
は
一
九
七
九
・
一
九
九
八
番
歌
の
二
首
で
あ
り
、
特
に
巻
四
秋
上
三
一
八
番
歌
の
次
に
見
ら
れ
る
一
九
九
八
番

歌
「
な
れ
ぬ
れ
は
つ
ら
き
心
も
あ
り
や
と
て
た
な
は
た
つ
め
の
た
れ
に
ち
き
り
し
」
は
他
本
に
見
ら
れ
な
い
歌
で
あ
る
た
め
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
両
序
の
本
文
に
は
、
問
題
と
な
る
異
文
は
確
認
で
き
な
い
。

　

書
写
態
度
と
し
て
は
、
必
ず
し
も
丁
寧
な
も
の
で
は
な
く
摺
り
消
し
や
重
ね
書
き
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
、
脱
字
や
確
定
し
が
た
い
文

字
も
あ
り
、
そ
れ
ら
は
後
筆
で
補
筆
さ
れ
た
り
「
～
か
」
と
注
記
さ
れ
た
り
し
て
い
る
。
酒
井
本
で
は
、
和
歌
が
二
行
書
き
さ
れ
て
い
る

が
、
そ
の
改
行
は
第
三
句
と
第
四
句
の
切
れ
目
で
行
わ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
意
味
の
切
れ
目
で
な
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
特

に
法
則
性
も
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
お
そ
ら
く
意
味
よ
り
も
筆
跡
の
流
麗
さ
の
ほ
う
が
重
視
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
脱
字
や
確
定

し
が
た
い
文
字
が
多
く
認
め
ら
れ
る
の
も
そ
こ
に
理
由
が
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
巻
三
（
夏
）
の
二
二
七
・
二
二
八
番
歌
が

料
紙
の
裏
丁
を
切
り
取
る
形
で
な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
酒
井
家
本
の
筆
跡
が
重
宝
さ
れ
た
こ
と
を
暗
示
す
る
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
酒
井
本
上
帖
に
は
、
多
く
の
落
丁
が
認
め
ら
れ
る
。

　
　

●
巻
四
（
秋
上
）
四
三
五
・
四
三
六
、
巻
五
（
秋
下
）
四
三
七
～
四
九
三
（
101
丁
と
102
丁
の
あ
い
だ
）

　
　

●
巻
五
（
秋
下
）
五
〇
六
～
五
一
六
下
句
（
103
丁
と
104
丁
の
あ
い
だ
）

　
　

●
巻
五
（
秋
下
）
五
二
六
～
五
五
〇
（
最
終
丁
105
丁
の
あ
と
）

　

ほ
か
に
見
ら
れ
な
い
歌
と
し
て
は
、
巻
一
（
春
上
）
の
八
七
～
九
二
番
歌
が
あ
り
、
後
筆
で
八
六
番
歌
の
歌
頭
と
九
三
番
歌
の
末
尾
に
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○
印
が
付
さ
れ
、
そ
の
あ
い
だ
に
歌
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
歌
の
不
在
が
認
め
ら
れ
る
箇
所
は
丁
の
途
中
で
あ
り
、

落
丁
か
ら
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
こ
れ
ら
の
歌
の
不
在
は
切
継
期
の
本
文
と
し
て
重
要
な
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
不
在
の
理
由
と
し
て
親
本
の
落
丁
部
分
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
親
本
を
改
丁
す
る
際
の
目
移
り
に
よ
っ
て

生
じ
た
と
考
え
ら
れ
る
誤
写
が
酒
井
本
の
丁
の
途
中
に
認
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
二
七
番
歌
の
前
に
あ
る
「
源
重
之
」
は

本
来
二
八
番
歌
の
作
者
名
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
後
筆
で
28
番
歌
に
入
る
旨
を
示
し
た
挿
入
符
が
「
源
重
之
」
の
上
と
二
八
番
歌
の
歌
頭

に
丸
印
で
書
き
込
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、20
番
歌
は
作
者
名
と
し
て
「
中
納
言
家
持
」（
15
オ
）
と
あ
り
な
が
ら
も
改
行
し
た
裏
丁
（
15
ウ
）

に
は
「
読
人
不
知
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
次
の
21
番
歌
は
「
読
人
不
知
」
で
あ
る
。
こ
う
い
っ
た
目
移
り
が
生
じ
る
の
は
、
酒

井
家
本
が
親
本
と
は
違
っ
た
行
配
り
、
改
丁
で
書
写
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
八
七
～
九
二
番
歌
は
親
本
段
階
の
落
丁
を
反
映

さ
せ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
た
だ
し
、
三
〇
番
歌
の
よ
う
に
一
首
単
独
で
見
ら
れ
な
い
歌
（
後
に
補
筆
）
も
あ
る
。
そ
の
た

め
、
他
の
伝
本
に
お
い
て
切
り
出
し
歌
で
は
な
い
歌
の
収
載
さ
れ
な
い
場
合
、
ど
の
よ
う
な
理
由
で
生
じ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
必
要
も

あ
る
だ
ろ
う
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ま
た
後
日
に
考
察
し
た
い
。

　

註
　『
武
田
祐
吉
博
士
旧
蔵
善
本
解
題
』（
角
川
書
店
）
で
は
、
鈴
木
淳
氏
が
解
題
を
担
当
し
て
い
る
。
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【
凡
例
】

一　
�

以
下
は
、
國
學
院
大
學
図
書
館
蔵
『
新
古
今
和
歌
集
』
二
帖
（
貴
１
８
５
６
～
５
７
）
の
う
ち
上
帖
の
翻
刻
で
あ
る
。
翻
刻
に
際
し

て
、
以
下
の
よ
う
な
処
理
を
施
し
た
。

一　

行
配
り
な
ど
出
来
る
だ
け
原
本
に
近
い
形
に
な
る
よ
う
に
示
し
た
。

一　

歌
の
末
尾
に
『
新
編
国
歌
大
観
』
の
歌
番
号
を
（　

）
で
示
し
た
。
た
だ
し
、切
り
出
し
歌
に
関
し
て
は
〔　

〕
で
歌
番
号
を
示
す
。

一　

漢
字
、
仮
名
と
も
に
通
行
の
字
体
に
改
め
た
が
、「
哥
」
な
ど
一
部
原
本
の
字
体
を
尊
重
し
た
箇
所
が
あ
る
。

一　

使
用
し
た
記
号
は
左
記
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
（
右
傍
浪
線
）
…
…
摺
消
（　

）
内
は
も
と
の
文
字
、（　

）
が
な
い
も
の
は
不
明
。

　
　
　
　
（
右
傍
直
線
）
…
…
重
書
（　

）
内
は
も
と
の
文
字
、（　

）
が
な
い
も
の
は
不
明
。

　
　
　
　
（
左
傍
直
線
）
…
…
見
消

　
　

 

□ 

…
…
破
損
部
分
。
た
だ
し
文
字
が
判
読
で
き
る
も
の
は
四
角
囲
み
で
そ
の
文
字
を
示
し
た
。

一　

原
本
に
見
ら
れ
る
○
で
書
か
れ
た
挿
入
符
な
ど
は
・
に
統
一
し
た
。

一　

�

当
該
本
に
は
、
字
形
が
あ
い
ま
い
な
た
め
確
定
し
が
た
い
文
字
が
あ
る
。
そ
の
場
合
の
多
く
は
、
本
文
右
傍
に
後
筆
で
「
～
か
」
と

注
記
さ
れ
る
が
、
そ
れ
以
外
に
も
確
定
し
が
た
い
文
字
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
稿
者
が
も
っ
と
も
近
い
字
を
示
し
た
横
に
（
～
カ
）

と
丸
括
弧
し
て
注
記
し
た
場
合
が
あ
る
。
ま
た
、
判
読
し
が
た
い
字
は
●
で
示
し
た
。

一　

�

後
筆
で
和
歌
や
詞
書
が
小
書
で
補
写
さ
れ
て
い
る
場
合
、（
＊
小
書
一
行
）
と
示
し
た
。
そ
れ
ら
は
原
本
で
は
す
べ
て
一
行
に
収
ま
っ

て
い
る
が
、
紙
面
の
都
合
か
ら
二
行
に
わ
た
っ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   91 2016/02/20   16:23:06



92

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
1
オ
〉

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
1
ウ
〉

　

藤
原
雅
□経 

□等 

不
□擇 

貴
賤
高
下
令

　

摭
錦
句
玉
章
神
明
之
詞
佛
陀
之

　

作
為
表
希
夷
雑
而
同
隷
始
於
曩
昔

　

迄
于
當
時
彼
此
総
編
各
俾
呈
進
毎
至

　

玄
圃
花
芳
之
朝
璅
砌
風
涼
之
□夕 

斟

　

難
波
津
之
遺
□
□
浅
香
□
□
□
□

　

或
吟
或
詠
抜
犀
象
之
牙
角
無
□党

　

无
偏
採
翡
翠
之
羽
毛
裁
成
而
得　
　
　
　
　
　
　

」〈
2
オ
〉

　

二
千
首
類
聚
而
為
廿
巻
名
曰
新
古
今

　

倭
謌
集
矣
時
令
節
物
□之 

篇
□属 

□

　

序
而
星
羅
衆
□
□雑 

詠
什
□
□
□

　

而
雲
布
綜
緝
之
致
蓋
云
備
矣
伏
惟

　

来
自
代
邸
而
践
天
子
之
位
謝
於

　

漢
宮
而
追
汾
陽
之
蹤

　

今
上
陛
下
之
厳
親
也
雖
無
隙
帝
道

　

之
諮
□詢 

日
域
□
□
之
本
主
也
争
不
賞　
　
　
　
　

」〈
2
ウ
〉

　

我
國
之
習
俗
方
今
荃
宰
合
躰
華
夷

　

詠
仁
風
化
之
樂
万
春
々
日
野
之
草
悉

　

靡
月
宴
之
契
千
秋
々
津
洲
之
塵

　

惟
静
誠
膺
無
為
有
截
之
時
可
頤
染

　

毫
操
箋
之
志
故
撰
斯
一
集
永
欲
傳

　

百
王
彼
上
古
之
万
葉
集
者
蓋
是
倭
哥

　

之
源
也
編
次
之
起
因
准
之
儀
星
序
惟

　

邈
煙
鬱
難
披
延
㐂
有
古
今
集
四
人　
　
　
　
　
　

」〈
3
オ
〉
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93 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　

含
綸
命
而
成
之
天
暦
有
後
撰
集

　

五
人
奉
絲
言
而
成
之
其
後
有
拾

　

遺
金
葉
詞
華
千
載
等
集
雖
出
於
聖

　

王
数
代
之
最
勅
殊
恨
為
撰
者
一
身
之

　

最
因
茲
訪
延
㐂
天
暦
二
朝
之
遺
美

　

定
深
河
歩
虚
五
輩
之
英
毫
排
神

　

仙
之
居
展
刊
脩
之
席
而
已
斯
集

　

之
為
躰
也
先
抽
萬
葉
集
之
中
更　
　
　
　
　
　
　

」〈
3
ウ
〉

　

拾
七
代
集
之
外
深
索
而
微
長
無
遺

　

廣
求
而
片
善
必
舉
但
雖
張
網
於
山

　

野
微
禽
自
逃
雖
連
筌
於
江
湖
小
鮮
偸

　

漏
誠
當
視
聽
之
不
達
定
有
篇
章

　

之
猶
遺
今
只
随
採
得
且
所
勒
終
也

　

抑
於
古
今
者
不
載
當
代
之
御
製
自

　

後
撰
而
初
加
其
時
之

　

天
章
各
考
一
部
不
満
十
篇
而
今
所　
　
　
　
　
　

」〈
4
オ
〉

　

入
之
自
詠
已
餘
三
十
首
六
義
若
相

　

兼
一
両
雖
可
足
依
無
風
骨
之
絶
妙

　

還
有
露
詞
之
多
加
偏
以
耽
道
思
不

　

顧
多
情
眼
凡
厥
取
捨
者
嘉
尚
之
餘

　

特
運
沖
襟
伏
義（羲
カ
）号基

皇
徳
而
四
十
萬

　

年
異
域
自
雖
観
聖
造
之
書
史
焉

　

神
武
開
帝
功
八
十
二
代
當
朝
未

　

聴
叡
策
之
撰
集
矣
定
知
天
下
之　
　
　
　
　
　
　

」〈
4
ウ
〉

　

都
人
士
女
謳
謌
斯
道
之
遇
逢
矣
不
獨

　

記
仙
洞
無
何
之
郷
有
嘲
風
弄
月
之

　

興
亦
欲
呈
皇
家
元
久
之
歳
有
温
故

　

知
新
之
心
修
撰
之
趣
不
在
茲
乎
聖
暦

　

乙
丑
壬
春
三
月
云
尓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
5
オ
〉

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
5
ウ
〉
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や
ま
と
哥
は
む
か
し
あ
め
つ
ち
ひ
ら

　

け
は
し
め
て
人
の
し
わ
さ
い
ま
た

　

さ
た
ま
ら
さ
り
し
と
き
葦
原
中
國

　

の
こ
と
の
葉
と
し
て
稲
田
姫
素
我
（
鵝
カ
）鳥

　

の
さ
と
よ
り
そ
つ
た
は
れ
り
け
る
し

　

か
あ
り
し
よ
り
こ
の
か
た
そ
の
み
ち

　

さ
か
り
に
を
こ
り
そ
の
な
か
れ
い
ま
に

　

た
ゆ
る
こ
と
な
く
し
て
い
ろ
に
ふ
け

　

り
こ
ゝ
ろ
を
の
ふ
る
な
か
た
て
と
し　
　
　
　
　

」〈
6
オ
〉

　

よ
を
ゝ
さ
め
た
み
を
や
は
ら
く
る
み
ち

　

と
せ
り
か
ゝ
り
け
れ
は
代
々
の
御
か
と

　

も
こ
れ
を
す
て
た
ま
は
す
え
ら
ひ
を

　

か
れ
た
る
集
と
も
家
々
の
も
て
あ
そ
ひ

　

物
と
し
て
こ
と
葉
の
花
の
こ
れ
る
木
下

　

も
か
た
く
お
も
ひ
の
露
も
れ
た
る
草

　

か
く
れ
も
あ
る
へ
か
ら
す
し
か
は
あ
れ
と

　

伊
勢
の
海
き
よ
き
な
き
さ
の
た
ま
は
ひ

　

ろ
ふ
と
も
つ
く
る
こ
と
な
く
い
つ
み
の
そ
／
ま　

」〈
6
ウ
〉

　

□し 

け
き
み
や
き
は
ひ
く
と
も
た
ゆ
へ

　

か
ら
す
も
の
み
な
か
く
の
こ
と
し
哥
の

　

み
ち
ま
た
を
な
し
か
る
へ
し
こ
れ
に
よ

　

り
て
右
衛
門
督
源
朝
臣
通
具
大
蔵
卿
藤

　

原
朝
臣
有
家
左
近
中
将
藤
原
朝
臣
定
家

　

前
上
総
介
藤
原
朝
臣
家
隆
右
近
少
将

　

藤
原
雅
経
等
に
お
ほ
せ
て
む
か
し
い
ま

　

と
き
を
わ
かたす
た
か
き
い
や
し
き
人

　

を
き
ら
は
す
め
に
見
え
ぬ
神
仏
の
こ
と
の　
　
　

」〈
7
オ
〉

　

は
も
う
は
た
ま
の
夢
に
つ
た
え
た
る

　

こ
と
ま
て
ひ
ろ
く
も
と
め
あ
ま
ね
く

　

あ
つ
め
し
む
を
の
〳
〵
え
ら
ひ
た
て
ま

　

つ
れ
る
と
こ
ろ
な
つ
ひ
き
の
い
と
の
ひ
と

　

す
ち
な
ら
す
ゆ
ふ
へ
の
雲
の
思
さ
た
め

　

か
た
き
ゆ
え
に
み
と
り
の
ほ
ら
は
な
か
う

　

は
し
き
あ
し
た
た
ま
の
み
き
り
か
せ
す
ゝ

　

し
き
ゆ
ふ
へ
な
に
は
つ
の
な
か
れ
を
く

　

み
て
す
み
に
こ
れ
る
を
さ
た
め
あ
さ
か　
　
　
　

」〈
7
ウ
〉
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あ
ま
つ
ひ
つ
き
の
く
ら
ゐ
に
そ
な
は

　

り
い
ま
は
や
す
み
し
る
な
を
の
こか
れ

　

て
は
こ
や
の
山
に
す
み
か
を
し
め
た
り

　

と
い
へ
と
も
す
へ
ら
き
は
を
こ
た
る
み
ち
を

　

ま
ほ
り
ほ
し
の
く
ら
ひ
は
ま
つ
り
こ
と
を

　

た
す
け
し
ち
き
り
を
わ
す
れ
す
し
て

　

あ
め
の
し
た
し
け
き
こ
と
わ
さ
雲
の

　

う
ゑ
の
い
に
し
へ
に
も
か
は
ら
さ
り
け

　

れ
は
よ
ろ
つ
の
た
み
か
す
か
の
ゝ
草　
　
　
　
　

」〈
8
オ
〉

　

の
な
ひ
か
ぬ
か
た
な
く
よ
も
の
う
み
あ

　

き
つ
し
ま
の
月
し
つ
か
に
す
み
て

　

わ
か
の
浦
の
あ
と
を
た
つ
ね
し
き
し
ま

　

の
み
ち
を
も
て
あ
そ
ひ
つ
ゝ
こ
の
集
を
え

　

ら
ひ
て
な
か
き
よ
に
つ
た
へ
む
と
な
り

　

か
の
万
葉
集
は
哥
の
み
な
も
と
な
り
時

　

う
つ
り
こ
と
へ
た
ゝ
り
て
い
ま
の
人

　

し
る
事
か
た
し
延
㐂
の
ひ
し
り
の
御

　

よ
に
は
四
人
に
勅
し
て
古
今
集
を
え
ら
は　
　
　

」〈
8
ウ
〉

　

し
め
天
暦
の
か
し
こ
き
み
か
と
は
五
人
に

　

お
ほ
せ
て
後
撰
集
を
あ
つ
め
し
め
給
へ

　

り
そ
の
ゝ
ち
拾
遺
後
拾
遺
金
葉
詞
華

　

千
載
等
の
集
は
み
な
一
人
こ
れ
を
う
け
た

　

ま
は
れ
る
ゆ
え
に
き
ゝ
も
ら
し
見
を
よ
は

　

け（さ
カ
）

る
と
こ
ろ
も
お
ほ
か
る
へ
し
よ
り
て

　

古
今
後
撰
の
あ
と
を
あ
ら
た
め
す
五
人
の

　

と
も
か
ら
を
さ
た
め
て
し
る
し
た
て

　

ま
つ
ら
し
む
る
な
り
そ
の
う
へ
み
つ
か
ら　
　
　

」〈
9
オ
〉

　

さ
た
め
て
つ
か
ら
み
か
け
る
こ
と
は
と
を
く

　

も
ろ
こ
し
の
ふ
み
の
道
を
た
つ
ぬ
れ
は
は
ま

　

ち
と
り
あ
と
あ
り
と
い
へ
と
も
わ
か
く
に

　

山
と
こ
と
の
葉
は
し
ま
り
て
の
ち
く
れ

　

た
け
の
よ
ゝ
に
か
ゝ
る
た
め
し
な
む
な
か
り

　

け
る
こ
の
う
ち
み
つ
か
ら
の
哥
を
の
せ
た

　

る
こ
と
ふ
る
き
た
く
ひ
は
あ
れ
と
十
首
に

　

は
す
き
さ
る
へ
し
し
か
る
を
い
ま
か
れ

　

こ
れ
え
ら
へ
る
と
こ
ろ
三
十
首
に
あ
ま
れ
り　
　

」〈
9
ウ
〉
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こ
れ
み
る
人
の
め
た
つ
へ
き
い
ろ
も
な
く

　

心
と
ゝ
む
へ
き
ふ
し
も
あ
り
か
た
き
ゆ

　

え
に
か
へ
り
て
い
つ
れ
と
わ
け
か
た
け
れ

　

は
も
り
の
く
ち
葉
か
す
つ
も
り
み
き
わ

　

の
も
く
つ
かきす
て
す
な
り
ぬ
る
こ
と
は

　

み
ち
に
ふ
け
る
思
ふ
か
く
し
て
の
ち
の

　

あ
さ
け
り
を
か
へ
り
み
た
る
へ
し
と
き
に

　

元
久
二
年
三
月
廿
六
日
な
む
し
る
し

　

お
は
り
ぬ
る
め
を
い
や
し
み
ゝ
を
た
う
と　
　
　

」〈
10
オ
〉

　

ふ
る
あ
ま
り
い
そ
の
神
ふ
る
き
あ
と

　

を
は
つ
と
い
ゑ
と
も
な
か
れ
を
く
み
て

　

み
な
も
と
を
た
つ
ぬ
る
ゆ
へ
に
と
み
の

　

を
か
は
の
た
え
せ
ぬ
道
を
ゝ
こ
し

　

つ
れ
は
つ
ゆ
し
も
は
あ
ら
た
ま
る
と
も

　

松
吹
風
の
ち
り
う
せ
す
は
る
秋
は

　

め
く
る
と
も
そ
ら
ゆ
く
月
の
雲
り

　

な
く
し
て
こ
の
と
き
に
あ
え
ら
む
物
は

　

こ
れ
を
よ
ろ
こ
ひ
こ
の
み
ち
を
あ
ふ
か
む　
　
　

」〈
10
ウ
〉

　

も
の
は
い
ま
を
し
の
は
さ
ら
め
か
も

　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
11
オ
〉

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
11
ウ
〉

　

新
古
今
和
謌
集
巻
第
一

　
　

春
上

　
　
　

は
る
た
つ
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
大
上
大
臣

　

み
よ
し
野
は
山
も
か
す
み
て
白
雪
の
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ふ
り
に
し
さ
と
に
は
る
は
き
に
け
り
（
1
）

　
　
　

は
る
の
は
し
め
の
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

ほ
の
〳
〵
と
は
る
こ
そ
そ
ら
に
き
に
け
ら　
　
　

」〈
12
オ
〉

　

し
あ
ま
の
か
く
や
ま
か
す
み
た
な
ひ
く
（
2
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
春
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

や
ま
ふ
か
み
は
る
と
も
し
ら
ぬ
松
の
と
に

　

た
え
〳
〵
か
ゝ
る
ゆ
き
のした
ま
み
つ
（
3
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

か
き
く
ら
し
な
を
ふ
る
さ
と
の
雪
の
中
に

　

あ
と
こ
そ
み
え
ね
は
る
は
き
に
け
り
（
4
）　　

」〈
12
ウ
〉

　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣
右
大
臣
に
侍

　
　
　

け
る
時
百
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　

た
つ
は
る
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

け
ふ
と
い
へ
は
も
ろ
こ
し
ま
て
も
ゆ
く
は
る
を

　

み
や
こ
に
の
み
と
お
も
ひ
け
る
か
な
（
5
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
恵
法
師

　

は
る
と
い
へ
は
か
す
み
に
け
り
な
昨
日
ま
て　
　

」〈
13
オ
〉

　

な
み
ま
に
み
え
し
あ
は
ち
し
ま
や
ま
（
6
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

い
は
ま
と
ち
し
こ
ほ
り
も
け
さ
は
と
け
そ
め

　

て
こ
け
の
し
た
み
つ
み
ち
も
と
む
ら
ん
（
7
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

か
せ
ま
せ
に
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ
し
か
す

　

か
に
か
す
み
た
な
ひ
き
春
は
き
に
け
り
（
8
）

　

と
き
は
い
ま
は
春
に
な
り
ぬ
と
み

　

ゆ
き
ふ
る
と
を
き
山
へ
に
霞
た
な
ひ
／
く
（
9
）　

」〈
13
ウ
〉

　
　
　

堀
河
院
御
時
百
首哥た
て
ま
つ
り
け

　
　
　

る
に
殘
雪
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
國
信

　

か
す
か
野
ゝ
し
た
も
え
わ
た
る
草
の
う
へ
に

　

つ
れ
な
く
み
ゆ
る
は
る
の
あ
は
ゆ
き
（
10
）
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題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
邊
赤
人

　

あ
す
か
ら
は
わ
か
な
つ
ま
む
と
し
め
し

　

の
に
き
の
ふ
も
け
ふ
も
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ
（
11
）」〈
14
オ
〉

　
　
　

天
暦
御
時
屏
風
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
見

　

か
す
か
の
ゝ
草
は
み
と
り
に
な
り
に

　

け
り
わ
か
な
つ
ま
む
と
た
れ
か
し
め
け
む
（
12
）

　
　
　

崇
徳
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り

　
　
　

け
る
時
は
る
の
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
参
議
教
長

　

わ
か
な
つ
む
袖
と
そ
み
ゆ
る
か
す
か
の
ゝ

　

と
ふ
ひ
の
ゝ
へ
の
ゆ
き
の
む
ら
き
え
（
13
）　　

」〈
14
ウ
〉

　
　
　

延
㐂
御
時
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

　

ゆ
き
て
み
ぬ
人
も
し
の
へ
と
は
る
の

　

の
ゝ
か
た
み
に
つ
め
る
わ
か
な
ゝ
り
け
／
り
（
14
）

　
　
　

述
懐
百
首
哥
読
侍
け
る
に
わ
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

さ
わ
に
を
う
る
わ
か
な
ゝ
ら
ね
と
い
た
つ
ら
に

　

と
し
を
つ
む
に
そも
袖
は
ぬ
れ
け
り
（
15
）

　
　
　

日
吉
社
に
読
て
た
て
ま
つ
り　
　
　
　
　
　

」〈
15
オ
〉

　
　
　

け
る
子
日
の
哥

　

さ
ゝ
な
み
や
し
か
の
は
ま
ゝ
つ
ふ
り
に

　

け
り
た
か
よ
に
ひ
け
る
ね
の
ひ
な
る
ら
ん　
（
16
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

た
に
か
は
の
う
ち
い
つ
る
な
み
も
こ
ゑ
た

　

て
つ
う
く
ひ
す
さ
そ
え
は
る
の
山
風
（
17
）

　
　
　

和
哥
所
に
て
関
路
鴬
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇　
　
　
　
　
　
　

」〈
15
ウ
〉

　

う
く
ひ
す
の
な
け
と
も
い
ま
た
ふ
る
ゆ

　

き
に
す
き
の
は
し
ろ
き
あ
ふ
さ
か
の
山
（
18
）

　
　
　

堀
川
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け

　
　
　

る
時
殘
雪
の
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
仲
實
朝
臣
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99 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　

は
る
き
て
は
花
と
も
み
よ
と
か
た
を
か

　

の
ま
つ
の
う
は
ゝ
に
あ
わ
ゆ
き
そ
ふ
る
（
19
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持　
　
　
　
　
　

」〈
16
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

ま
き
も
く
の
ひ
は
ら
の
（
も
）
い
ま
た
く
も

　

ら
ね
は
こ
ま
つ
か
え
た
に
あ
わ
ゆ
き
そ
ふ
る
（
20
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

い
ま
さ
ら
に
ゆ
き
ふ
ら
め
か
も
か
け

　

ろ
ふ
の
も
ゆ
る
は
る
ひ
と
な
り
に
し
／
物
を
（
21
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

　

い
つ
れ
を
か
花
と
は
わ
か
む
ふ
る
さ
と
の
か
す

　

か
の
は
ら
に
ま
た
き
え
ぬ
ゆ
き
（
22
）　　
　
　

」〈
16
ウ
〉

　
　
　

家
百
首
哥
合
に
餘
寒
の
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
大
政
大
臣

　

そ
ら
は
猶
か
す
み
も
や
ら
す
か
せ
さ
え
て

　

ゆ
き
け
に
く
も
る
は
る
の
夜
の
月
（
23
）

　
　
　

和
哥
所
に
て
春
山
月
と
い
ふ
心
を

　
　
　

読
め
る　
　
　

越
前

　

山
ふ
か
み
な
を
か
け
さ
む
し
は
る
の

　

月
そ
ら
か
き
く
も
り
ゆ
き
は
ふ
り
つ
ゝ
（
24
）

　
　
　

詩
を
つ
く
ら
せ
て
哥
に
合
侍
し　
　
　
　
　

」〈
17
オ
〉

　
　
　

に
水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　

み
し
ま
え
や
し
も
ゝ
ま
た
ひ
ぬ
あ
し

　

の
は
に
つ
の
く
む
ほ
と
の
は
る
か
せ
そ
吹
（
25
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
秀
能

　

ゆ
ふ
つ
く
よ
し
ほ
み
ち
く
ら
し
な
に

　

は
え
の
あ
し
の
わ
か
は
に
こ
ゆ
る
し
ら
な
み
（
26
）

　
　
　

は
る
の
哥
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師　
　
　
　
　
　
　

」〈
17
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　

・
源
重
之

　

ふ
り
つ
み
し
た
か
ね
の
み
ゆ
き
と
け
に
け

　

り
き
よ
た
き
か
は
の
み
つ
の
し
ら
な
み
（
27
）

・
む
め
か
ゑ
に
も
の
う
き
ほ
と
に
ち
る
ゆ
き

　

を
は
な
と
も
い
は
し
は
る
の
な
た
て
に
（
28
）
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100

　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
邊
赤
人

　

あ
つ
さ
ゆ
み
は
る
山
ち
か
く
い
ゑ
ゐ
し
て
た

　

え
す
き
ゝ
つ
る
う
く
ひ
す
の
こ
ゑ
（
29
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知
（
＊
小
書
一
行
）

　

梅
か
え
に
な
き
て
う
つ
ろ
ふ
う
く
ひ
す
の
は
ね
し
ろ
た
え
に

　

あ
は
ゆ
き
そ
ふ
る
（
＊
小
書
一
行
）（
30
）　　
　

」〈
18
オ
〉

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時　

惟
明
親
王
（
＊
小
書
一
行
）

　

う
く
ひ
す
の
な
み
た
の
つ
ら
ゝ
う
ち
と
け

　

て
ふ
る
す
な
か
ら
や
は
る
を
し
る
ら
ん
（
31
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

志
貴
王
子

　

い
は
そ
ゝ
く
た
る
ひ
の
う
へ
の
さ
わ
ら
ひ

　

の
も
え
い
つ
る
は
る
に
な
り
に
け
る
か
な
（
32
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

あ
ま
の
は
ら
ふ
し
の
け
む
り
の
春
の

　

鳥（色
カ
）
の
か
す
み
に
な
ひ
く
あ
け
ほ
の
ゝ
そ
ら
（
33
）」〈
18
ウ
〉

　
　
　

崇
徳
院
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
清
輔
朝
臣

　

あ
さ
か
す
み
ふ
か
く
み
ゆ
る
や
け
む
り

　

た
つ
む
ろ
の
や
し
ま
の
わ
た
り
な
る
ら
／
ん
（
34
）

　
　
　

夕
霞
と
い
ふ
こ
と
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣

　

な
こ
の
う
み
の
か
す
み
の
ま
よ
り
な
か
む
れ
は

　

い
り
ひ
お
あ
ら
ふ
を
き
つ
し
ら
な
み
（
35
）　　

」〈
19
オ
〉

　
　
　

男
共
し
を
つ
く
り
て
哥
に
合
侍

　
　
　

し
に
水
郷
春
望
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

み
わ
た
せ
は
山
も
と
か
す
む
み
な
せ
か
は
ゆ

　

ふ
へ
は
あ
き
と
な
に
思
け
ん
（
36
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
百
首
哥
合
に

　
　
　

春
暁
と
い
ふ
心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

か
す
み
た
つ
す
ゑ
の
松
山
ほ
の
〳
〵
と
な
み　
　

」〈
19
ウ
〉

　

な
み
に
は
な
る
ゝ
よ
こ
く
も
の
そ
ら
（
37
）

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
読
ま
せ
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侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

は
る
の
夜
の
ゆ
め
の
う
き
は
し
と
た
え
し
て

　

み
ね
に
わ
か
る
ゝ
よ
こ
く
も
の
そ
ら
（
38
）

　
　
　

き
さ
ら
き
ま
て
む
め
の
花
さ
き

　
　
　

侍
ら
さ
り
け
る
と
し
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
20
オ
〉

　

し
る
ら
め
や
か
す
み
の
そ
ら
を
な
か
め
つ
ゝ

　

は
な
と
に
ほ
は
ぬ
は
る
を
な
け
く
と
（
39
）

　
　
　

守
覚
法
親
王
家
五
十
首
哥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

お
ほ
そ
ら
は
む
め
の
に
ほ
ひ
に
か
す
み
つ
ゝ

　

く
も
り
も
は
て
ぬ
は
る
の
よ
の
月
（
40
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
治
前
関
白
太
政
大
臣

　

を
ら
れ
け
り
く
れ
な
ひ
に
ほ
ふ
む
め
の　
　
　
　

」〈
20
ウ
〉

　

花
け
さ
し
ろ
た
え
に
ゆ
き
は
ふ
れ
ゝ
と
（
41
）

　
　
　

か
き
ね
の
梅
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
敦
家
朝
臣

　

あ
る
し
を
は
た
れ
と
も
わ
か
す
は
る
は
た
ゝ

　

か
き
ね
の
む
め
を
た
つ
ね
て
そ
と
ふ
（
42
）

　
　
　

梅
花
遠
薫
と
い
へ
る
心
を
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
俊
頼
朝
臣

　

心
あ
ら
は
と
は
ま
し
も
の
を
む
め
か
ゑ
に
た

　

か
さ
と
よ
り
か
に
ほ
ひ
き
つ
ら
む
（
43
）　　
　

」〈
21
オ
〉

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

む
め
の
は
な
に
ほ
ひ
を
う
つ
す
そ
て

　

の
う
へ
に
の
き
も
る
月
の
か
け
そ
あ
ら
そ
ふ
（
44
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

む
め
か
ゝ
に
む
か
し
を
と
へ
は
は
る
の
月

　

こ
た
え
ぬ
か
け
そ
袖
に
う
つ
れ
る
（
45
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具　
　
　
　
　
　

」〈
21
ウ
〉

　

む
め
の
は
な
た
か
袖
ふ
れ
し
に
ほ
ひ

　

そ
と
春
や
む
か
し
の
月
に
と
は
ゝ
や
（
46
）
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102

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

梅
花
あ
か
ぬ
色
か
も
む
か
し
に
て

　

を
な
し
か
た
身
の
は
る
の
夜
の
月
（
47
）

　
　
　

梅
花
に
そ
へ
て
大
貳
三
位
に
つ
か

　
　
　

は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
定
頼

　

見
ぬ
人
に
よ
そ
へ
て
み
つ
る
む
め
の
花　
　
　
　

」〈
22
オ
〉

　

ち
り
な
む
の
ち
の
な
く
さ
め
そ
な
き
（
48
）

　
　
　

か
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
貳
三
位

　

は
る
こ
と
に
心
を
し
む
る
花
の
え
に

　

た
か
な
を
さ
り
の
そ
て
か
ふ
れ
つ
る
（
49
）

　
　
　

二
月
雪
落
衣
と
い
ふ
こ
と
を
読

　
　
　

侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
資
王
母

　

む
め
ち
ら
す
か
せ
も
や
こ
え
て
吹
つ
ら
む　
　
　

」〈
22
ウ
〉

　

か
ほ
れ
る
ゆ
き
の
そ
て
に
み
た
る
ゝ
（
50
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

と
め
こ
か
し
梅
さ
か
り
な
る
我
や
と
を

　

う
と
き
も
人
の
お
り
に
こ
そ
よ
れ
（
51
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
春
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

な
か
め
つ
る
け
ふ
は
む
か
し
に
な
り
ぬ

　

と
も
の
き
は
の
む
め
は
我
を
わ
す
る
な
（
52
）　

」〈
23
オ
〉

　
　
　

土
御
門
内
大
臣
家
に
梅
香
留
袖
と

　
　
　

云
こ
と
を
読
は
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
有
家
朝
臣

　

ち
り
ぬ
れ
は
に
ほ
ひ
は
か
り
を
む
め
の
花

　

あ
り
と
や
そ
て
に
は
る
か
せ
そ
吹
（
53
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
条
院
高
倉

　

ひ
と
り
の
み
な
か
め
て
ち
り
ぬ
梅
花

　

し
る
は
か
り
な
る
人
は
と
ひ
こ
す
（
54
）　　
　

」〈
23
ウ
〉

　
　
　

文
集
嘉
陵
春
夜
詩
不
明
不
暗
朧

　
　
　

々
月
と
い
へ
る
こ
と
を
よ
み
侍
け
る
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大
江
千
里

　

て
り
も
せ
す
く
も
り
も
は
て
ぬ
は
る
の

　

夜
の
お
ほ
ろ
月
よ
に
し
く
物
そ
な
き
（
55
）

　
　
　

祐
子
内
親
王
ふ
ち
つ
ほ
に
す
み
侍
け

　
　
　

る
に
女
房
う
へ
人
な
と
さ
る
へ
き
か

　
　
　

き
り
物
か
た
り
し
て
春
秋
の

　
　
　

あ
は
れ
い
つ
れ
に
か
心
ひ
く
な
と
あ
ら　
　

」〈
24
オ
〉

　
　
　

そ
ひ
侍
け
る
に
人
〳
〵
お
ほ
く
秋
に

　
　
　

心
を
よ
せ
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

菅
原
孝
標
女

　

あ
さ
み
と
り
は
な
も
ひ
と
つ
に
か
す
み
つ
ゝ

　

お
ほ
ろ
に
み
ゆ
る
春
の
夜
の
月
（
56
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
具
親

　

な
に
は
か
た
か
す
ま
ぬ
な
み
も
霞
け
り

　

う
つ
る
も
く
も
る
お
ほ
ろ
月
夜
に
（
57
）　　
　

」〈
24
ウ
〉

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　

い
ま
は
と
て
た
の
む
の
か
り
も
う
ち
わ
ひ
ぬ

　

お
ほ
ろ
月
夜
に
の
あ
け
ほ
の
ゝ
そ
ら
（
58
）

　
　
　

刑
部
卿
頼
輔
哥
合
は
へ
り
け
る
に

　
　
　

よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

き
く
人
そ
な
み
た
は
お
つ
る
か
へ
る
か
り

　

な
き
て
ゆ
く
な
る
あ
け
ほ
の
ゝ
そ
ら
（
59
）　　

」〈
25
オ
〉

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

ふ
る
さ
と
に
か
へ
る
か
り
か
ね
さ
よ
ふ
け
て

　

く
も
ち
に
ま
よ
ふ
こ
ゑ
き
こ
ゆ
な
り
（
60
）

　
　
　

帰
鴈
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

わ
す
る
な
よ
た
の
む
の
さ
は
を
た
つ
か
り

　

も
い
な
は
の
か
せ
の
秋
の
夕
く
れ
（
61
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時　
　
　
　
　
　
　

」〈
25
ウ
〉

　

か
へ
る
か
り
い
ま
は
の
心
有
明
に

　

月
と
は
な
と
の
な
こ
そ
を
し
け
れ
（
62
）
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104

　
　
　

守
覚
法
親
王
の
五
十
首
哥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

し
も
ま
よ
ふ
そ
ら
に
し
（
も
）
ほ
れ
し

　

か
り
か
ね
の
返
つ
は
さ
に
春
さ
め
そ
ふ
る
（
63
）

　
　
　

閑
中
春
雨
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正
行
慶

　

つ
く
〳
〵
と
は
る
の
な
か
め
の
さ
ひ
し
き
は　
　

」〈
26
オ
〉

　

し
の
ふ
に
つ
た
ふ
の
き
の
た
ま
み
つ
（
64
）

　
　
　

寛
平
御
時
后
宮
の
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢

　

み
つ
の
お
も
に
あ
や
を
り
み
た
る
春
雨
や

　

や
ま
をの
かみ
と
り
を
な
へ
て
そ
む
ら
む
（
65
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

と
き
は
な
る
や
ま
の
い
は
ね
に
む
すふこ

　

け
の
そ
め
ぬ
み
と
り
に
は
る
さ
め
そ
ふ
る
（
66
）」〈
26
ウ
〉

　
　
　

清
輔
朝
臣
も
と
に
て
雨
中
苗
代
と

　
　
　

い
ふ
心
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

勝
命
法
師

　

あ
め
ふ
れ
は
お
た
の
ま
す
ら
を
い
と
ま

　

あ
れ
や
な
は
し
ろ
水
を
そ
ら
に
ま
か
せ
て
（
67
）

　
　
　

延
㐂
御
時
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

　

は
る
さ
め
の
ふ
り
そ
め
し
よ
り
あ
を
や

　

き
の
い
と
の
み
と
り
そ
い
ろ
ま
さ
り
け
る
（
68
）」〈
27
オ
〉

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
宰
大
貳
高
遠

　

う
ち
な
ひ
き
は
る
は
き
に
け
り
あ
を
や

　

き
の
か
け
ふ
む
み
ち
に
ひ
と
の
や
す
ら
ふ
（
69
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

輔
仁
親
王

　

み
よ
し
野
ゝ
お
ほ
か
は
の
へ
の
ふ
る
や
な
き

　

か
け
こ
そ
み
え
ね
は
る
め
き
に
け
り
（
70
）

　
　
　

百
首
哥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
徳
院
御
哥　
　
　
　
　
　

」〈
27
ウ
〉

　

嵐
吹
き
し
の
や
な
き
の
い
な
む
し
ろ

　

お
り
し
く
な
み
に
ま
か
せ
て
そ
み
る
（
71
）
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105 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　
　
　

建
仁
元
年
三
月
哥
合
に
霞
隔
遠

　
　
　

樹
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
公
経

　

た
か
せ
さ
す
む
つ
た
の
よ
と
の
柳
は
ら

　

み
と
り
も
ふ
か
く
か
す
む
は
る
哉
（
72
）

　
　
　

百
首
哥
読
侍
け
る
時
春
哥
と
て
読
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

殷
冨
門
院
大
輔　
　
　
　
　

」〈
28
オ
〉

　

は
る
か
せ
の
か
す
み
吹
と
く
た
え
ま
よ
り

　

み
た
れ
て
な
ひ
く
あ
を
や
き
の
い
と
（
73
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に
春
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経

　

し
ら
雲
の
た
え
ま
に
な
ひ
く
あ
を
や
き
の

　

か
つ
ら
き
山
に
は
る
風
そ
吹
（
74
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
有
家
朝
臣

　

あ
を
や
き
の
い
と
に
た
ま
ぬ
く
白
露
の

　

し
ら
す
い
く
よ
の
は
る
か
へ
ぬ
ら
む
（
75
）　　

」〈
28
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

う
す
く
こ
き
の
へ
の
み
と
り
の
わ
か
く
さ
に

　

あ
と
ま
て
み
ゆ
る
雲雪
の
む
ら
き
え
（
76
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
祢
好
忠

　

あ
ら
を
た
の
こ
そ
の
ふ
る
あ
と
の
ふ
る
よ
も
き

　

い
ま
は
は
る
へ
と
ひ
こ
は
え
に
け
り
（
77
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
見

　

や
か
す
と
も
草
は
も
え
な
む
か
す
か
野
を　
　
　

」〈
29
オ
〉

　

た
ゝ
は
る
の
ひ
に
ま
か
せ
た
ら
な
む
（
78
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

よ
し
の
や
ま
さ
く
ら
か
枝
に
雪
ち
り
て

　

花
を
そ
け
な
る
と
し
に
も
あ
る
か
な
（
79
）

　
　
　

白
河
院
と
は
に
を
は
し
ま
し
け
る
時

　
　
　

人
〳
〵
山
家
侍
花
と
い
へ
る
心
を
読
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
隆
時
朝
臣

　

さ
く
ら
は
な
さ
か
は
ま
つ
み
ん
と
お
も
ふ
ま
に

　

ひ
か
す
へ
に
け
る
は
る
の
や
ま
さ
と
（
80
）　　

」〈
29
ウ
〉

　
　
　

亭
子
院
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之
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106

　

我
こ
ゝ
ろ
は
る
の
山
へ
に
あ
く
か
れ
て

　

な
か
〳
〵
し
ひ
を
け
ふ
も
く
ら
し
つ
（
81
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
百
首
哥
合
野
遊

　
　
　

心
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

お
も
ふ
と
ち
そ
こ
と
も
し
ら
す
ゆ
き
く
れ
ぬ

　

は
な
の
や
と
か
せ
の
へ
の
う
く
ひ
す
（
82
）　　

」〈
30
オ
〉

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
（
＊
小
書
一
行
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

い
ま
さ
く
ら
さ
き
ぬ
と
み
え
て
う
す
雲

　

る
は
な
に
か
す
め
る
よ
の
け
し
き
哉
（
83
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

ふ
し
て
思
お
き
て
な
か
む
る
は
る
雨
に

　

花
の
し
た
ひ
も
い
か
に
と
く
ら
む
（
84
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

ゆ
か
む
人
こ
む
ひ
と
し
の
へ
春
か
す
み　
　
　
　

」〈
30
ウ
〉

　

た
つ
た
の
や
ま
の
は
つ
さ
く
ら
花
（
85
）

　
　
　

花
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

よ
し
の
や
ま
こ
そ
の
し
ほ
り
の
道
か
ゑ
て

　

ま
た
み
ぬ
か
た
の
は
な
を
た
つ
ね
む
・（
86
）

　
　

・
和
哥
所
歌
合
に
羈
旅
花
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経

　

い
は
ね
ふ
み
か
さ
な
る
や
ま
を
わ
け
す
て
ゝ

　

は
な
も
い
く
え
の
あ
と
の
し
ら
く
も
（
93
）　　

」〈
31
オ
〉

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　

た
つ
ね
き
て
花
に
く
ら
せ
る
木
の
ま

　

よ
り
ま
つ
と
し
も
な
き
山
の
は
の
月
（
94
）

　
　
　

故
郷
花
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

ち
り
ち
ら
す
人
も
た
つ
ね
ぬ
ふ
る
さ
と
の

　

つ
ゆ
け
き
花
に
は
る
風
そ
吹
（
95
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具　
　
　
　
　

」〈
31
ウ
〉

　

い
そ
の
神
ふ
る
の
ゝ
さ
く
ら
た
れ
う
ゑ
て
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107 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　

は
る
は
わ
す
れ
ぬ
か
た
み
な
る
ら
む
（
96
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

正
三
位
季
能

　

は
な
を
み
る
み
ち
の
し
は
草
ふ
み
わ
け
て

　

よ
し
野
ゝ
や
ま
の
春
の
あ
け
ほ
の
（
97
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
有
家
朝
臣

　

あ
さ
ひ
か
け
に
ほ
へ
る
山
の
さ
く
ら
は
な

　

つ
れ
な
く
き
え
ぬ
雪
か
と
そ
み
る
（
98
）　　
　

」〈
32
オ
〉

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
32
ウ
〉

　

新
古
今
和
歌
集
巻
第
二

　
　

春
哥
下

　
　
　

釋
阿
和
哥
所
に
て
九
十
賀
し
侍
し

　
　
　

お
り
屏
風
に
山
に
桜
さ
き
た
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

さ
く
ら
さ
く
と
を
や
ま
と
り
の
し
た
り

　

を
の
な
か
〳
〵
し
ひ
も
あ
か
ぬ
色
か
な
（
99
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に
春
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　
　

」〈
33
オ
〉

　

い
く
と
せ
の
は
る
に
心
を
つ
く
し
き
ぬ

　

あ
は
れ
と
お
も
へ
み
よ
し
の
ゝ
は
な
（
100
）

　
　
　

百
首
哥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

は
か
な
く
て
す
き
に
し
か
た
を
か
そ
ふ

　

れ
は
花
に
物
お
も
ふ
は
る
そ
へ
に
け
る
（
101
）

　
　
　

内
大
臣
に
侍
け
る
時
望
山
花
と
い
へ

　
　
　

る
心
を
読
は
へ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

京
極
前
関
白
太
政
大
臣　
　

」〈
33
ウ
〉

　

白
雲
の
た
な
ひ
く
山
の
や
ま
さ
く
ら

　

い
つ
れ
を
は
な
と
わ
き
て
お
ら
ま
し
（
102
）

　
　
　

祐
子
内
親
王
家
に
て
人
〳
〵
花
の
哥

　
　
　

よ
み
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
長
家
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108

　

花
の
い
ろ
に
あ
ま
き
る
か
す
み
た
ち
ま
よ
ひ

　

そ
ら
さ
へ
に
ほ
ふ
山
さ
く
ら
か
な
（
103
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
人　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
34
オ
〉

　

も
ゝ
し
き
の
お
ほ
み
や
人
は
い
と
ま
あ

　

れ
や
さ
く
ら
か
さ
し
て
け
ふ
も
く
ら
し
つ
（
104
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

在
原
業
平
朝
臣

　

は
な
に
あ
か
ぬ
な
け
き
は
い
つ
も
せ
し
か
と
／
も

　

け
ふ
の
こ
よ
ひ
に
ゝ
る
と
き
は
な
し
（
105
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

　

い
も
や
す
く
ね
ら
れ
さ
り
け
り
春
の
夜
は

　

花
の
ち
る
の
み
ゆ
め
に
み
え
つ
ゝ
（
106
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
勢　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
34
ウ
〉

　

山
さ
く
ら
ち
り
て
み
ゆ
き
に
ま
か
ひ
な
は

　

い
つ
れ
か
は
な
と
は
る
に
と
は
な
む
（
107
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

　

我
や
と
の
も
の
な
り
な
か
ら
さ
く
ら
は
な

　

ち
る
を
は
え
こ
そ
と
ゝ
め
さ
り
け
れ
（
108
）

　
　
　

寛
平
御
時
后
宮
の
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

か
す
み
た
つ
は
る
の
山
へ
に
さ
く
ら
は
な

　

あ
か
す
ち
る
と
や
う
く
ひ
す
の
な
く
（
109
）　　

」〈
35
オ
〉

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
人

　

は
る
さ
め
は
い
た
く
な
ふ
り
そ
さ
く
ら
花

　

ま
た
み
ぬ
人
に
ち
ら
ま
く
も
を
し
（
110
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

ふ
る
さ
と
に
花
は
ち
り
つ
ゝ
み
よ
し
の
ゝ

　

山
の
やさ
く
らな木
は
ま
た
さ
か
り
な
り
〔
1979
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之　
　
　
　
　
　

　

は
な
の
か
に
こ
ろ
も
は
ふ
か
く
な
り
に
け
る　
　

」〈
35
ウ
〉

　

こ
の
し
た
か
け
の
か
せ
の
ま
に
〳
〵
（
111
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

か
せ
か
よ
ふ
ね
さ
め
の
そ
て
の
花
の
か
に

　

か
ほ
る
ま
く
ら
の
は
る
の
夜
の
ゆ
め
（
112
）
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109 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
読
ま
せ

　
　
　

侍
け
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

こ
の
ほ
と
は
し
る
も
し
ら
ぬ
も
た
ま
ほ
こ
の　
　

」〈
36
オ
〉

　

ゆ
き
か
ふ
そ
て
は
花
の
か
そ
す
る
（
113
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
に
五
十
首
哥
読
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

ま
た
や
み
ん
か
た
の
ゝ
み
の
ゝ
さ
く
ら
か
り

　

花
の
ゆ
き
ち
る
春
の
あ
け
ほ
の
（
114
）

　
　
　

花
の
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

祝
部
成
仲

　

ち
り
ち
ら
す
お
ほ
つ
か
な
き
は
春
か
す
み

　

た
な
ひ
く
山
の
さ
く
ら
な
り
け
り
（
115
）　　
　

」〈
36
ウ
〉

　
　
　

山
さ
と
に
ま
か
り
て
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

能
因
法
師

　

や
ま
さ
と
の
は
る
の
ゆ
ふ
く
れ
き
て
み
れ
は

　

い
り
あ
ひ
の
か
ね
に
花
そ
ち
り
け
る
（
116
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
慶
法
師

　

さ
く
ら
ち
る
春
の
山
へ
は
う
か
り
け
り

　

よ
を
の
か
れ
に
と
こ
し
か
ひ
も
な
く
（
117
）

　
　
　

は
な
み
侍
け
る
人
に
さ
そ
は
れ
て
よ
み　
　

」〈
37
オ
〉

　
　
　

は
へ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

康
資
王
母

　

山
さ
く
ら
は
な
の
し
た
風
ふ
き
に
け
り

　

こ
の
も
と
こ
と
の
ゆ
き
の
む
ら
き
え
（
118
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
重
之

　

は
る
さ
め
の
そ
を
ふ
る
そ
ら
の
を
や
み

　

せ
す
お
つ
る
な
み
た
に
花
そ
ち
り
け
る
（
119
）

　

か
り
か
ね
の
か
へ
る
は
か
せ
や
さ
そ
ふ　
　
　
　

」〈
37
ウ
〉

　

ら
む
す
き
ゆ
く
み
ね
の
花
も
の
こ
ら
ぬ
（
120
）

　
　
　

百
首
哥
め
し
ゝ
時
春
の
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
具
親

　

と
き
し
も
あ
れ
た
の
む
の
か
り
の
わ
か
れ

　

さ
へ
花
ち
る
こ
ろ
の
み
よ
し
の
ゝ
さ
と
（
121
）
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見
山
花
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

山
ふ
か
み
す
き
の
む
ら
た
ち
み
え
ぬ
ま
て

　

を
の
へ
の
か
せ
に
は
な
の
ち
る
哉
（
122
）　　
　

」〈
38
オ
〉

　
　
　

堀
河
院
御
時
百
首
哥
た
て
ま
つ
り

　
　
　

け
る
に
花
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
師
頼

　

こ
の
し
た
の
こ
け
の
み
と
り
も
み
え
ぬ
ま
て

　

や
え
ち
り
し
け
る
山
さ
く
ら
か
な
（
123
）

　
　
　

花
十
首
哥
読
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
京
大
夫
顕
輔

　

ふ
も
と
ま
て
を
の
へ
の
さ
く
ら
ち
り
こ
す
は

　

た
な
ひ
く
春
と
み
て
そ
す
き
ま
し
（
124
）　　
　

」〈
38
ウ
〉

　
　
　

花
落
客
稀
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刑
部
卿
範
兼

　

は
な
ち
れ
は
と
ふ
人
ま
れ
に
な
り
は
て
ゝ

　

い
と
ひ
し
風
の
を
と
の
み
そ
す
る
（
125
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

な
か
む
と
て
花
に
も
い
た
く
な
れ
ぬ
れ
は

　

ち
る
わ
か
れ
こ
そ
か
な
し
か
り
け
れ
（
126
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
39
オ
〉

　

山
里
の
に
は
よ
り
ほ
か
の
道
も
か
な

　

は
な
ち
り
ぬ
や
と
人
も
こ
そ
と
へ
（
127
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
中
に

　
　
　

湖
上
花
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

は
な
さ
そ
ふ
ひ
ら
の
や
ま
風
吹
に
け
り

　

こ
き
ゆ
く
ふ
ね
の
あ
と
み
ゆ
る
ま
て
（
128
）

　
　
　

関
路
花
を

　

あ
ふ
さ
か
や
こ
す
ゑ
の
は
な
を
吹
か
ら
に　
　
　

」〈
39
ウ
〉

　

あ
ら
し
そ
か
す
む
せ
き
の
す
き
む
ら
（
129
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
に
春
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
条
院
讃
岐

　

山
た
か
み
ゝ
ね
の
あ
ら
し
に
ち
る
花

　

の
月
に
あ
ま
き
る
あ
け
か
た
の
そ
ら
（
130
）
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百
首
哥
め
し
け
る
時
は
る
の
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
徳
院
御
哥

　

や
ま
た
か
み
い
は
ね
の
さ
く
ら
ち
る
と
き
は

　

あ
ま
の
は
こ
ろ
も
な
つ
る
と
そ
み
る
（
131
）　　

」〈
40
オ
〉

　
　
　

春
日
社
哥
合
と
て
人
〳
〵
読
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

刑
部
卿
頼
輔

　

ち
り
ま
か
ふ
は
な
の
よ
そ
め
は
よ
し
の

　

山
あ
ら
し
に
さ
は
く
み
ね
の
し
ら
雲
（
132
）

　
　
　

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
よ
し

　
　
　

の
や
ま
か
き
たる所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

み
よ
し
の
ゝ
た
か
ね
の
さ
く
ら
ち
り

　

に
け
り
あ
ら
し
も
し
ろ
き
春
の
あ
け
ほ
の
（
133
）」〈
40
ウ
〉

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

さ
く
ら
い
ろ
の
に
は
の
は
る
か
せ
あ
と
も
な

　

し
と
は
ゝ
そ
人
の
ゆ
き
と
た
に
み
む
（
134
）

　
　
　

ひ
と
ゝ
せ
し
の
ひ
て
大
内
の
花
み

　
　
　

に
ま
か
り
て
侍
し
に
に
は
に
ち

　
　
　

り
て
侍
し
花
を
す
ゝ
り
の
ふ
た
に

　
　
　

い
れ
て
攝
政
の
許
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇　
　
　
　
　
　
　

」〈
41
オ
〉

　

け
ふ
た
に
も
に
は
を
さ
か
り
と
う
つ
る
花
き

　

え
す
は
あ
り
と
も
は
な
ゆ
き
か
と
も
み
よ
（
135
）

　
　
　

返
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

さ
そ
は
れ
ぬ
人
の
た
め
と
や
の
こ
り

　

け
む
あ
す
よ
り
さ
き
の
花
の
し
ら
ゆ
き
（
136
）

　
　
　

家
の
や
へ
さ
く
ら
を
ゝ
ら
せ
て

　
　
　

惟
明
親
王
の
許
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王　
　
　
　
　
　

」〈
41
ウ
〉

　

や
え
に
ほ
ふ
の
き
は
の
さ
く
ら
う
つ
ろ
ひ
ぬ

　

か
せ
よ
り
さ
き
に
と
ふ
人
も
か
な
（
137
）

　
　
　

か
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

惟
明
親
王

　

つ
ら
き
哉
う
つ
ろ
ふ
ま
て
に
や
え
さ
く
ら
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と
へ
と
も
い
は
て
す
く
る
こ
ゝ
ろ
は
（
138
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

さ
く
ら
は
な
ゆ
め
か
う
つ
つ
か
し
ら
雲
の　
　
　

」〈
42
オ
〉

　

た
え
て
つ
ね
な
き
み
ね
の
春
風
（
139
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

う
ら
み
す
や
う
き
よ
を
花
の
い
と
ひ
つ
ゝ

　

さ
そ
ふ
か
せ
あ
ら
は
と
お
も
ひ
け
る
を
は
（
140
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
大
徳
大
寺
左
大
臣

　

は
か
な
さ
を
ほ
か
に
も
い
は
し
さ
く
ら

　

花
さ
き
て
は
ち
り
ぬ
あ
は
れ
よ
の
な
か
（
141
）

　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
に
百
首　
　
　
　

」〈
42
ウ
〉

　
　
　

哥
よ
みて侍
け
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
恵
法
師

　

な
か
む
へ
き
の
こ
り
の
春
を
か
そ
ふ
れ
は

　

花
と
ゝ
も
に
も
ち
る
涙
か
な
（
142
）

　
　
　

花
哥
と
て
読
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

殷
冨
門
院
大
輔

　

花
に
も
ま
た
わ
か
れ
む
は
る
は
思
い
て
よ

　

さ
き
ち
る
た
ひ
の
心
つ
く
し
を
（
143
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
43
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
中
将
良
平

　

ち
る
は
な
の
わ
す
れ
か
た
み
の
み
ね
の
雲

　

そ
を
た
に
の
こ
せ
は
る
の
山
風
（
144
）

　
　
　

落
花
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経

　

花
さ
そ
ふ
な
こ
り
を
雲
に
吹
と
め
て

　

し
は
し
は
に
ほ
へ
は
る
の
や
ま
か
せ
（
145
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
白
川
院
御
哥　
　
　
　
　

」〈
43
ウ
〉

　

を
し
め
と
も
ち
り
は
て
ぬ
れ
は
さ
く
ら
花

　

い
ま
は
こ
す
ゑ
を
な
か
む
は
か
り
そ
（
146
）

　
　
　

殘
春
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

よ
し
野
山
花
の
ふ
る
さ
と
あ
と
た
え
て
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む
な
し
き
枝
に
は
る
風
そ
ふ
く
（
147
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

ふ
る
さ
と
の
は
な
の
さ
か
り
は
す
き
ぬ
れ
と　
　

」〈
44
オ
〉

　

お
も
か
け
さ
ら
ぬ
は
る
の
そ
ら
か
な
（
148
）

　
　
　

百
首
哥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

花
は
ち
り
そ
の
い
ろ
と
な
く
な
か
む
れ
は

　

む
な
し
き
そ
ら
に
は
る
さ
め
そ
ふ
る
（
149
）

　
　
　

小
野
宮
の
お
ほ
い
ま
う
ち
君
法
輪
寺
に

　
　
　

花
見
は
へ
り
け
る
か
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原
元
輔

　

た
か
た
め
か
あ
す
は
の
こ
さ
む
山
さ
く
ら　
　
　

」〈
44
ウ
〉

　

こ
ほ
れ
て
に
ほ
へ
け
ふ
の
か
た
み
に
（
150
）

　
　
　

曲
水
宴
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

か
ら
人
の
ふ
ね
を
う
か
へ
て
あ
そ
ふ
て
ふ

　

け
ふ
そ
わ
か
せ
こ
は
な
か
つ
ら
せ
よ
（
151
）

　
　
　

紀
貫
之
曲
水
宴
し
侍
け
る
時
月
入

　
　
　

花
瀬
暗
と
い
ふ
こ
と
を
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上
是
則

　

花
な
か
す
せ
を
も
み
る
へ
き
み
か
月
の　
　
　
　

」〈
45
オ
〉

　

わ
れ
て
い
り
ぬ
る
山
の
お
ち
か
た
（
152
）

　
　
　

雲
林
院
の
さ
く
ら
み
に
ま
か
り
け
る

　
　
　

に
み
な
ち
り
は
て
ゝ
わ
つ
か
に
か
た

　
　
　

枝
の
こ
り
て
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

良
暹
法
師

　

た
つ
ね
つ
る
花
も
我
身
も
お
と
ろ
え
て

　

の
ち
の
春
と
も
え
こ
そ
ち
き
ら
ね
（
153
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師　
　
　
　
　
　
　

」〈
45
ウ
〉

　

お
も
ひ
た
つ
と
り
は
ふ
る
す
も
た
の
む

　

ら
む
な
れ
ぬ
る
は
な
の
あ
と
の
ゆ
ふ
く
れ
（
154
）

　

ち
り
に
け
り
あ
は
れ
う
ら
み
の
た
れ
な

　

れ
は
花
の
あ
と
ゝ
ふ
は
る
の
山
か
せ
（
155
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
公
経
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は
る
ふ
か
く
た
つ
ね
い
る
さ
の
山
の
は
に

　

ほ
の
み
し
雲
の
色
そ
の
こ
れ
る
（
156
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

摂
政
太
政
大
臣　
　
　
　
　

」〈
46
オ
〉

　

は
つ
せ
や
ま
う
つ
ろ
ふ
花
に
春
く
れ

　

て
ま
か
ひ
し
雲
そ
み
ね
に
の
こ
れ
る
（
157
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

よ
し
の
か
は
き
し
の
山
吹
さ
き
に
け
り

　

み
ね
の
さ
く
ら
は
ち
り
は
て
ぬ
ら
む
（
158
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

こ
ま
と
め
て
な
を
水
か
は
む
山
吹
の

　

は
な
の
つ
ゆ
そ
ふ
い
て
の
た
ま
か
は
（
159
）

　
　
　

堀
川
院
御
時
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
に　

」〈
46
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
國
信

　

い
は
ね
こ
す
き
よ
た
き
か
は
の
は
や
け
れ
は

　

な
み
を
り
か
く
る
き
し
の
や
ま
ふ
き
（
160
）

　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　

厚
見
王

　

か
は
つ
な
く
神
な
ひ
か
は
に
か
け
み
え
て

　

い
ま
や
さ
く
ら
む
山
吹
の
は
な
（
161
）

　
　
　

延
㐂
十
三
年
亭
子
院
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
興
風　
　
　
　
　
　
　

」〈
47
オ
〉

　

あ
し
ひ
き
の
山
吹
の
花
さ
き
に
け
り

　

ゐ
て
の
か
は
つ
は
い
ま
や
な
く
ら
ん
（
162
）

　
　
　

飛
香
舎
に
て
藤
花
宴
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
㐂
御
哥

　

か
く
て
こ
そ
み
ま
く
ほ
し
け
れ
よ
ろ
つ
世
を

　

か
け
て
に
ほ
へ
る
ふ
ち
な
み
の
花
（
163
）

　
　
　

天
暦
四
年
三
月
十
四
日
藤
壷
に

　
　
　

わ
た
ら
せ
た
ま
ひ
て
花
を
し

　
　
　

ま
せ
給
け
る
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
47
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

天
暦
御
製

　

ま
と
ひ
し
て
み
れ
と
も
あ
か
ぬ
ふ
ち
な

　

み
の
た
ゝ
ま
く
を
し
き
け
ふ
に
も
有
哉
（
164
）

　
　
　

清
慎
公
家
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   114 2016/02/20   16:23:13



115 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　

く
れ
ぬ
と
は
思
ふ
も
の
か
ら
ふ
ち
の
は
な

　

さ
け
る
や
と
に
は
は
る
そ
さ
ひ
し
き
（
165
）

　
　
　

ふ
ち
の
ま
へつ
に
か
ゝ
れ
る
を
読
る

　

み
と
り
な
る
松
に
か
ゝ
れ
る
ふ
ち
な
れ
と　
　
　

」〈
48
オ
〉

　

を
の
か
こ
ろ
と
そ
は
な
は
さ
き
け
る
（
166
）

　
　
　

は
る
の
く
れ
つ
か
た
實
方
朝
臣

　
　
　

の
も
と
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
信
朝
臣

　

ち
り
の
こ
る
花
も
や
あ
る
と
う
ち
む
れ

　

て
み
や
ま
か
く
れ
を
た
つ
ね
て
し
か
な
（
167
）

　
　
　

修
行
し
侍
け
る
こ
ろ
は
る
の

　
　
　

く
れ
に
よ
み
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
僧
正
行
尊　
　
　
　
　
　

」〈
48
ウ
〉

　

こ
の
も
と
の
す
み
か
も
い
ま
は
あ
れ
ぬ
へ
し

　

は
る
し
く
れ
な
は
た
れ
か
と
ひ
こ
ん
（
168
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　

く
れ
て
ゆ
く
春
の
み
な
と
は
し
ら
ね
と
／
も

　

か
す
み
に
を
つ
る
う
ち
の
し
は
ふ
ね
（
169
）

　
　
　

山
家
三
月
盡
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
伊
綱

　

こ
ぬ
ま
て
も
花
ゆ
え
人
の
ま
た
れ
つ
る　
　
　
　

」〈
49
オ
〉

　

は
る
も
く
れ
ぬ
る
み
や
ま
へ
の
さ
と
（
170
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

い
そ
の
神
ふ
る
の
わ
さ
た
を
う
ち
か
へ
し

　

う
ら
み
か
ね
た
る
は
る
の
く
れ
か
な
（
171
）

　
　
　

寛
平
御
時
后
宮
哥
合
の
（
に
）
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

　

ま
て
と
い
ふ
に
と
ま
ら
ぬ
物
と
し
り
な

　

か
ら
し
ゐ
て
そ
を
し
き
春
の
わ
か
れ
は
（
172
）　

」〈
49
ウ
〉

　
　
　

山
家
暮
春
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

し
は
の
と
を
さ
す
や
ひ
か
け
の
な
こ

　

り
な
く
春
く
れ
か
ゝ
る
山
の
は
の
雲
（
173
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
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攝
政
太
政
大
臣

　

あ
す
よ
り
は
し
か
の
は
な
そ
の
ま
れ

　

に
た
に
た
れ
か
は
と
は
む
春
の
ふ
る
さ
と
（
174
）」〈
50
オ
〉

　
　
　
〈
白　
　

紙
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
50
ウ
〉

　

新
古
今
和
歌
集
巻
第
三

　
　

夏
歌

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

持
統
天
皇
御
哥

　

は
る
す
き
て
夏
き
に
け
ら
し
し
ろ

　

た
え
の
こ
ろ
も
ほ
す
て
ふ
あ
ま
の
か
く
や
ま
（
175
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

素
性
法
師

　

を
し
め
と
も
と
ま
ら
ぬ
春
も
あ
る
物
を

　

い
は
ぬ
に
き
た
る
夏
こ
ろ
も
か
な
（
176
）　　
　

」〈
51
オ
〉

　
　
　

こ
ろ
も
か
へ
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

ち
り
は
て
ゝ
花
の
か
け
な
き
こ
の
も
と
に

　

た
つ
こ
と
や
す
き
夏
こ
ろ
も
か
な
（
177
）

　
　
　

は
る
を
ゝ
く
り
て
昨
日
の
こ
と
し

　
　
　

と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
道
済

　

夏
こ
ろ
も
き
て
い
く
か
に
か
な
り
ぬ
ら
む

　

の
こ
れ
る
花
は
け
ふ
も
ち
り
つ
ゝ
（
178
）　
　
　

」〈
51
ウ
〉

　
　
　

夏
の
は
し
め
の
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

お
り
ふ
し
も
う
つ
れ
は
か
へ
つ
世
中
の

　

人
の
こ
ゝ
ろ
の
は
な
そ
め
の
そ
て
（
179
）

　
　
　

卯
花
如
月
と
い
へ
る
心
を
よ
ま
せ
給
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川
院
御
哥

　

う
の
花
の
む
ら
〳
〵
さ
け
る
か
き
ね
を
は

　

雲
ま
の
月
の
か
け
か
と
そ
み
る
（
180
）

　
　
　

題
不
知　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
52
オ
〉
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太
宰
大
貳
重
家

　

卯
花
の
さ
き
ぬ
る
と
き
は
し
ろ
た
え
の

　

な
み
も
て
ゆ
へ
る
か
き
ね
と
そ
み
る
（
181
）

　
　
　

斎
院
に
侍
け
る
時
神
立
に
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

わ
す
れ
め
や
あ
ふ
ひ
を
く
さ
に
ひ
き

　

む
す
ひ
か
り
ね
の
ゝ
へ
の
つ
ゆ
の
あ
け
ほ
の
（
182
）

　
　
　

あ
ふ
ひ
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
侍
従　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
52
ウ
〉

　

い
か
な
れ
は
そ
の
神
山
の
あ
ふ
ひ
く
さ

　

と
し
は
ふ
れ
と
も
ふ
た
は
な
る
ら
む
（
183
）

　
　
　

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
あ
さ
か
の

　
　
　

ぬ
ま
か
き
た
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経
朝
臣

　

野
へ
は
い
ま
た
あ
さ
か
の
ぬ
ま
に
か
る
く
さ
の

　

か
つ
み
る
ま
ゝ
に
し
け
る
こ
ろ
か
な
（
184
）

　
　
　

崇
徳
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り

　
　
　

け
る
と
き
夏
哥　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
53
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
賢
門
院
安
藝

　

さ
く
ら
あ
さ
の
を
ふ
の
下
草
し
け
れ

　

た
ゝ
あ
か
て
わ
か
れ
し
花
の
名
な
れ
は
（
185
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
祢
好
忠

　

花
ち
り
し
に
は
の
木
葉
も
し
け
り
あ
ひ

　

て
あ
ま
て
る
月
の
か
け
そ
ま
れ
な
る
（
186
）

　

か
り
に
て
と
う
ら
み
し
人
の
た
え
に
し

　

を
く
さ
葉
に
つ
け
て
し
の
ふ
こ
ろ
か
な
（
187
）　

」〈
53
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
元
真

　

な
つ
く
さ
は
し
け
り
に
け
り
な
た
ま
ほ

　

こ
の
道
ゆ
き
人
も
む
す
ふ
は
か
り
に
（
188
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

延
㐂
御
哥

　

夏
草
は
し
け
り
に
け
れ
と
ほ
と
ゝ
き
す

　

な
と
わ
か
や
と
に
ひ
と
こ
ゑ
も
せ
ぬ
（
189
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

柿
下
人
麿

　

な
く
こ
ゑ
を
え
や
は
し
の
は
ぬ
ほ
と
ゝ
き
す

　

は
つ
卯
花
の
か
け
に
か
く
れ
て
（
190
）　　
　
　

」〈
54
オ
〉
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賀
茂
に
ま
う
て
ゝ
侍
け
る
に
人
の

　
　
　

郭
公
な
か
な
む
と
申
け
る
あ
け

　
　
　

ほ
の
か
た
を
か
の
こ
す
ゑ
を
か
し

　
　
　

う
み
え
侍
け
れ
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
式
部

　

ほ
と
ゝ
き
す
こ
ゑ
ま
つ
程
は
か
た
を
か
の

　

も
り
の
し
つ
く
に
た
ち
や
ぬ
れ
ま
し
（
191
）

　
　
　

か
も
に
こ
も
り
た
り
け
る
あ
か
つ
き

　
　
　

ほ
と
ゝ
き
す
の
な
き
け
れ
は　
　
　
　
　
　

」〈
54
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

弁
乳
母

　

ほ
と
ゝ
き
す
み
や
ま
い
つ
な
る
は
つ
こ
ゑ
を

　

い
つ
れ
の
や
と
の
た
れ
か
き
く
ら
む
（
192
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

五
月
や
ま
う
の
は
な
つ
き
夜
ほ
と
ゝ
き
す

　

き
け
と
も
あ
か
す
ま
た
な
か
む
か
も
（
193
）

　

お
の
か
つ
ま
こ
ひ
つ
ゝ
な
く
や
五
月
や
み

　

神
な
み
山
の
や
ま
ほ
と
ゝ
き
す
（
194
）　　
　
　

」〈
55
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

ほ
と
ゝ
き
す
ひ
と
こ
ゑ
な
き
て
い
ぬ
る

　

夜
は
い
か
て
か
人
の
い
を
や
す
く
ぬ
る
（
195
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
臣
能
宣
朝
臣

　

郭
公
な
き
つ
ゝ
い
つ
る
あ
し
ひ
き
の

　

や
ま
と
な
て
し
こ
さ
き
に
け
ら
し
も
（
196
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

ふ
た
こ
ゑ
と
な
き
つ
と
き
か
は
郭
公

　

こ
ろ
も
か
た
し
き
う
た
ゝ
ね
は
せ
む
（
197
）　　

」〈
55
ウ
〉

　
　
　

待
客
聞
郭
公
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川
院
御
哥

　

ほ
と
ゝ
き
す
ま
た
う
ち
と
け
ぬ
し
の
ひ
ね

　

は
こ
ぬ
ひ
と
を
ま
つ
我
の
み
そ
き
く
（
198
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

花
園
左
大
臣

　

き
ゝ
て
し
も
な
を
そ
ね
ら
れ
ぬ
郭
公

　

ま
ち
し
よ
こ
ろ
の
心
な
ら
ひ
に
（
199
）

　
　
　

神
立
に
て
郭
公
を
き
ゝ
て　
　
　
　
　
　
　

」〈
56
オ
〉
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前
中
納
言
匡
房

　

卯
花
の
か
き
ね
な
ら
ね
と
ほ
と
ゝ
き

　

す
つ
き
の
か
つ
ら
の
か
け
に
な
く
な
り
（
200
）

　
　
　

入
道
前
関
白
右
大
臣
に
は
へ
り
け
る

　
　
　

時
百
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
郭
公
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

む
か
し
思
ふ
く
さ
の
い
ほ
り
の
夜
の
雨
に

　

な
み
た
な
そ
い
そ
山
ほ
と
ゝ
き
す
（
201
）

　

あ
め
そ
ゝ
く
花
た
ち
は
な
に
風
す　
　
　
　
　
　

」〈
56
ウ
〉

　

き
て
山
ほ
と
ゝ
き
す
雲
に
な
く
な
り
（
202
）

　
　
　

題
不
知　
　
　

相
模

　

き
か
て
た
ゝ
ね
な
ま
し
物
を
郭
公

　

な
か
〳
〵
な
り
や
夜
は
の
ひ
と
こ
ゑ
（
203
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
式
部

　

た
か
さ
と
も
と
ひ
も
や
く
る
と
ほ
と
ゝ
き

　

す
こ
ゝ
ろ
の
か
き
り
ま
ち
そ
わ
ひ
に
し
（
204
）

　
　
　

寛
治
八
年
前
太
政
大
臣
高
陽

　
　
　

院
哥
合
に
郭
公
を　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
57
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

周
防
内
侍

　

よ
を
か
さ
ね
ま
ち
か
ね
山
の
ほ
と
ゝ
き
す

　

雲
井
の
よ
そ
に
ひ
と
こ
ゑ
そ
き
／
く
（
205
）

　
　
　

海
邊
郭
公
と
い
ふ
こ
と
を
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

按
察
使
公
通

　

ふ
た
こ
ゑ
と
き
か
す
は
い
て
し
ほ
と
ゝ
き
す

　

い
く
夜
あ
か
し
の
と
ま
り
な
り
と
も
（
206
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　

夏
哥
中
に　
　

民
部
卿
範
光　
　
　
　
　
　

」〈
57
ウ
〉

　

ほ
と
ゝ
き
す
な
を
ひ
と
こ
ゑ
は
思
い
て
よ

　

お
い
そ
の
も
り
の
よ
は
の
む
か
し
を
（
207
）

　
　
　

郭
公
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
条
院
高
倉

　

ひ
と
こ
ゑ
は
お
も
ひ
そ
あ
え
ぬ
ほ
と
ゝ
き
す

　

た
そ
か
れ
と
き
の
く
も
の
ま
よ
ひ
に
（
208
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

あ
り
あ
け
の
つ
れ
な
く
み
え
し
月
は　
　
　
　
　

」〈
58
オ
〉
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い
て
ぬ
山
ほ
と
ゝ
き
す
ま
つ
よ
な
か
ら
に
（
209
）

　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣
家
に
十
首
哥

　
　
　

読
侍
け
る
を
よ
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

我
こ
ゝ
ろ
い
か
に
せ
よ
と
て
ほ
と
ゝ
き
す

　

く
も
ま
の
月
の
か
け
に
な
く
ら
む
（
210
）

　
　
　

郭
公
の
こ
ゝ
ろ
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
太
政
大
臣

　

ほ
と
ゝ
き
す
な
き
て
い
る
さ
の
山
の
は
　ゝ
　
　

」〈
58
ウ
〉

　

月
ゆ
へ
よ
り
も
う
ら
め
し
き
か
な
（
211
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
親
宗

　

あ
り
あ
け
の
月
は
ま
た
ぬ
に
い
て
ぬ
れ
と

　

な
を
や
ま
ふ
か
き
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
（
212
）

　
　
　

林
間
郭
公
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
保
季
朝
臣

　

す
き
に
け
り
し
の
た
の
も
り
の
郭
公

　

た
え
ぬ
し
つ
く
を
袖
に
の
こ
し
て
（
213
）

　
　
　

題
し
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
59
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

い
か
に
せ
む
こ
ぬ
夜
あ
ま
た
の
ほ
と
ゝ
き
す

　

ま
た
し
と
お
も
へ
は
む
ら
さ
め
の
そ
ら
（
214
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

こ
ゑ
は
し
て
雲
ち
に
む
せ
ふ
ほ
と
ゝ
き
す

　

な
み
た
や
そ
ゝ
く
よ
ひ
の
む
ら
さ
め
（
215
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
公
経　
　
　
　
　

」〈
59
ウ
〉

　

ほ
と
ゝ
き
す
な
を
う
と
ま
れ
ぬ
心
か
な

　

な
か
な
く
さ
と
の
よ
そ
の
ゆ
ふ
く
れ
（
216
）

　
　
　

題
不
知　
　
　

西
行
法
師

　

き
か
す
と
も
こ
ゝ
を
せ
に
せ
む
ほ
と
ゝ
き

　

す
山
た
の
は
ら
の
す
き
の
む
ら
た
ち
（
217
）

　

ほ
と
ゝ
き
す
ふ
か
き
み
ね
よ
り
い
て
に
け
り

　

と
や
ま
の
す
そ
に
こ
ゑ
の
お
ち
く
る
（
218
）

　
　
　

山
家
暁
郭
公
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣　
　
　
　

」〈
60
オ
〉
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を
さ
ゝ
吹
し
つ
の
ま
ろ
や
の
か
り
の
と

　

を
あ
け
か
た
に
な
く
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
（
219
）

　
　
　

五
十
首
哥
人
〳
〵
に
よ
ま
せ
侍
け
る

　
　
　

時
夏
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

う
ち
し
め
り
あ
や
め
そ
か
ほ
る
郭
公

　

な
く
や
さ
月
の
あ
め
の
ゆ
ふ
く
れ
（
220
）

　
　
　

述
懐
に
よ
せ
て
百
首
哥
読
侍
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　
　

」〈
60
ウ
〉

　

け
ふ
は
ま
た
あ
や
め
の
ね
さ
へ
か
け
そ
へ

　

て
み
た
れ
そ
ま
さ
る
袖
の
し
ら
た
ま
（
221
）

　
　
　

五
月
五
日
く
す
た
ま
つ
か
は
し
て

　
　
　

侍
け
る人に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

あ
か
な
く
に
ち
り
に
し
花
の
い
ろ
〳
〵
は

　

の
こ
り
に
け
り
な
君
か
た
も
と
に
（
222
）

　
　
　

つ
ほ
ね
な
ら
ひ
に
す
み
侍
け
る

　
　
　

こ
ろ
五
月
五六
日
も
ろ
と
も
に
な
か
め
／
あ
」〈
61
オ
〉

　
（
あ
）か
し
て
あ
し
た
に
な
か
き
ね
を
つ
ゝ

　
　
　

み
て
紫
式
部
に
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
東
門
院
小
少
将

　

な
へ
て
世
の
う
き
に
な
か
る
ゝ
あ
や
め

　

く
さ
け
ふ
ま
て
か
ゝ
る
ね
は
い
か
ゝ
み
る
（
223
）

　
　
　

か
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

紫
式
部

　

な
に
こ
と
ゝ
あ
や
め
は
わ
か
て
け
ふ
も

　

な
を
た
も
と
に
あ
ま
る
ね
こ
そ
た
え
せ
ね
（
224
）」〈
61
ウ
〉

　
　
　

山
畦
早
苗
と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

さ
な
へ
と
る
や
ま
た
の
か
け
ひ
も
り
に
け
り

　

ひ
く
し
め
な
は
に
つ
ゆ
そ
こ
ほ
る
ゝ
（
225
）

　
　
　

釋
阿
に
九
十
賀
た
ま
は
せ
侍
し

　
　
　

と
き
屏
風
に
五
月
雨

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

を
や
ま
た
に
ひ
く
し
め
な
は
の
う
ち

　

は
へ
て
く
ち
や
し
ぬ
ら
む
さ
み
た
れ
の
こ
ろ
（
226
）」〈
62
オ
〉
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前
中
納
言
匡
房

　

ま
こ
も
か
る
よ
と
の
さ
は
み
つ
ふ
か
け
れ
と　
　

」〈
62
ウ
〉

　

そ
こ
ま
て
月
の
か
け
は
す
み
け
り
（
229
）

　
　
　

雨
中
木
繁
と
い
ふ
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
基
俊

　

た
ま
か
し
は
し
け
り
に
け
り
な
五
月
雨

　

に
は
も
り
の
神
の
し
め
は
ふ
る
ま
て
（
230
）

　
　
　

百
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
前
関
白
大
政
大
臣

　

さ
み
た
れ
は
を
ふ
の
か
は
ら
の
ま
こ
も
草

　

か
ら
て
や
浪
の
し
た
に
く
ち
な
む
（
231
）　　
　

」〈
63
オ
〉

　
　
　

五
月
雨
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

た
ま
ほ
こ
の
み
ち
ゆ
き
人
の
こ
と
つ
て
／
も

　

た
え
て
ほ
と
ふ
る
さ
み
た
れ
の
そ
ら
（
232
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

荒
木
田
氏
良

　

さ
み
た
れ
の
雲
の
た
え
ま
を
な
か
め
つ
ゝ

　

ま
と
よ
り
に
し
に
月
を
ま
つ
か
な
（
233
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
忠
良　
　
　
　
　

」〈
63
ウ
〉

　

あ
ふ
ち
さ
く
そ
と
も
の
こ
か
け
つ
ゆ
を

　

ち
て
さ
み
た
れ
は
る
ゝ
か
せ
わ
た
る
な
り
（
234
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

さ
み
た
れ
の
月
は
つ
れ
な
き
み
山
よ
り

　

ひ
と
り
も
い
つ
る
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
（
235
）

　
　
　

大
神
宮
に
た
て
ま
つ
り
し
夏

　
　
　

哥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇　
　
　
　
　
　
　

」〈
64
オ
〉

　

ほ
と
ゝ
き
す
雲
ゐ
の
よ
そ
に
す
き

　

ぬ
な
り
は
れ
ぬ
お
も
ひ
の
さ
み
た
れ
の
こ
ろ
（
236
）

　
　
　

建
仁
元
年
三
月
哥
合
に
雨
後
郭
公
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123 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　
　
　

と
い
へ
る
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
條
院
讃
岐

　

さ
み
た
れ
の
雲
ま
の
月
の
は
れ
行

　

を
し
は
し
ま
ち
け
る
ほ
と
ゝ
き
す
か
な
（
237
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成　
　
　

」〈
64
ウ
〉

　

た
れ
か
ま
た
花
た
ち
は
な
に
思
い
て
む

　

我
も
む
か
し
の
人
と
な
り
な
は
（
238
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具

　

ゆ
く
す
ゑ
を
た
れ
し
の
へ
と
て
夕
風
に

　

ち
き
り
か
を
か
む
や
と
の
た
ち
は
な
（
239
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
夏
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

か
へ
り
こ
ぬ
む
か
し
を
い
ま
にと
思
ね
の

　

ゆ
め
の
枕
に
ゝ
ほ
ふ
た
ち
は
な
（
240
）　　
　
　

」〈
65
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
忠
良

　

た
ち
は
な
の
花
ち
る
の
き
の
し
の
ふ
草

　

む
か
し
お
か
け
て
つ
ゆ
そ
こ
ほ
る
ゝ
（
241
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

さ
月
や
み
ゝ
し
か
き
よ
は
の
う
た
ゝ
ね
に

　

は
な
た
ち
花
の
袖
に
す
ゝ
し
き
（
242
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知　
　
　
　
　
　
　

」〈
65
ウ
〉

　

た
つ
ぬ
へ
き
人
は
の
き
は
の
ふ
る
さ
と
に

　

は
な
か
と
か
ほ
る
に
は
の
た
ち
は
な
（
243
）

　

ほ
と
ゝ
き
す
は
な
た
ち
花
の
か
を
と
め
て

　

な
く
は
む
か
し
の
人
や
恋
し
き
（
244
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

た
ち
は
な
の
に
ほ
ふ
あ
た
り
の
う
た
ゝ
ね
は

　

ゆ
め
も
む
か
し
の
そ
て
の
か
そ
す
る
（
245
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

こ
と
し
よ
り
花
さ
き
そ
む
る
た
ち
は
な
の　
　
　

」〈
66
オ
〉

　

い
か
て
む
か
し
の
か
に
ゝ
ほ
ふ
ら
む
（
246
）

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
よ
ま
せ

　
　
　

侍
け
る
と
き
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藤
原
定
家
朝
臣

　

夕
く
れ
は
い
つ
れ
の
空
の
な
こ
り
と
て

　

は
な
た
ち
花
に
風
の
吹
ら
む
（
247
）

　
　
　

堀
川
院
御
時
后
宮
に
て
閏
五
月
郭
公

　
　
　

と
い
ふ
心
を
男
と
も
つ
か
う
ま
つ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
國
信

　

ほ
と
ゝ
き
す
さ
月
み
な
月
わ
き
か
ね
て　
　
　
　

」〈
66
ウ
〉

　

や
す
ら
ふ
こ
ゑ
そ
そ
ら
に
き
こ
ゆ
る
（
248
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

白
川
院
御
哥

　

に
は
の
を
も
は
月
も
ら
ぬ
ま
て
な
り
に
け
り

　

こ
す
ゑ
に
夏
の
か
け
し
け
り
つ
ゝ
（
249
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

恵
慶
法
師

　

我
や
と
の
そ
と
も
に
た
て
る
な
ら
の
は
の

　

し
け
み
に
す
ゝ
む
夏
は
き
に
け
り
（
250
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
百
首
哥
合
に
鵜

　
　
　

川
を
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

う
か
ひ
ふ
ね
あ
は
れ
と
そ
み
る
も
の
ゝ
ふ
の　
　

」〈
67
オ
〉

　

や
そ
う
ち
か
は
の
ゆ
ふ
や
み
の
そ
ら
（
251
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　

う
か
ひ
ふ
ね
た
か
せ
さ
し
こ
す
ほ
と
な
れ

　

や
む
す
ほ
ゝ
れ
ゆ
く
か
ゝ
り
火
の
か
け
（
252
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

大
ゐ
か
は
か
ゝ
り
さ
し
ゆ
く
う
か
ひ
ふ
ね

　

い
く
せ
に
夏
の
よ
を
あ
か
す
ら
ん
（
253
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

ひ
さ
か
た
の
な
か
な
る
か
は
の
う
か
ゐ
ふ
ね　
　

」〈
67
ウ
〉

　

い
か
に
ち
き
り
て
や
み
を
ま
つ
ら
む
（
254
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

い
さ
り
火
の
む
か
し
の
ひ
か
り
ほ
の
み
え
て

　

あ
し
や
の
さ
と
に
と
ふ
ほ
た
る
か
な
（
255
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

ま
と
ち
か
き
た
け
の
葉
す
さ
む
風
の
を
と
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に
い
と
ゝ
み
し
か
き
う
た
ゝ
ね
の
ゆ
め
（
256
）

　
　
　

鳥
羽
に
て
竹
風
夜
涼
と
い
へ
る
事

　
　
　

を
人
〳
〵
つ
か
う
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
権
太
夫
公
継　
　
　
　

」〈
68
オ
〉

　

ほ
と
ち
か
き
い
さ
ゝ
む
ら
竹
か
せ
吹
は

　

秋
に
お
と
ろ
く
夏
の
夜
の
ゆ
め
（
257
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

む
す
ふ
て
に
か
け
み
た
れ
ゆ
く
山
の
井
の

　

あ
か
て
も
月
の
か
た
ふ
き
に
け
る
（
258
）

　
　
　

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
き
よ
み

　
　
　

か
せ
き
か
き
た
る
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
通
光

　

き
よ
み
か
た
月
は
つ
れ
な
き
あ
ま
の
と
を　
　
　

」〈
68
ウ
〉

　

ま
た
て
も
し
ら
む
な
み
の
う
へ
か
な
（
259
）

　
　
　

家
百
首
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

か
さ
ね
て
も
す
ゝ
し
か
り
け
り
夏
衣

　

う
す
き
た
も
と
に
や
と
る
月
か
け
（
260
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
に
て
詩
哥
合
け

　
　
　

る
に
水
邊
冷
自
秋
と
い
ふ
こ
と
を
読
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　

有
家
朝
臣

　

す
ゝ
し
さ
は
秋
や
か
へ
り
て
は
つ
せ
か
は

　

ふ
る
か
は
の
へ
の
す
き
の
し
た
か
け
（
261
）　　

」〈
69
オ
〉

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

み
ち
の
へ
の
し
た
水
な
か
る
や
な
き
か
け

　

し
は
し
と
て
こ
そ
た
ち
と
ま
り
つ
れ
（
262
）

　

よ
ら
れ
つ
る
の
も
せ
の
く
さ
の
か
け
ろ

　

ひ
て
す
ゝ
し
く
ゝ
も
る
ゆ
ふ
た
ち
の
そ
／
ら
（
263
）

　
　
　

崇
徳
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り

　
　
　

け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
清
輔
朝
臣

　

を
の
つ
か
ら
す
ゝ
し
く
も
あ
る
か
な
夏
衣　
　
　

」〈
69
ウ
〉

　

ひ
も
ゆ
ふ
く
れ
の
あ
め
の
な
こ
り
に
（
264
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に
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権
中
納
言
公
経

　

つ
ゆ
む
す
ふ
に
は
の
た
ま
さ
ゝ
う
ち
な
ひ

　

き
ひ
と
む
ら
す
き
ぬ
ゆ
ふ
た
ち
の
雲
（
265
）

　
　
　

雲
隔
遠
望
と
い
へ
る
心
を
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
俊
頼
朝
臣

　

と
を
ち
に
は
ゆ
ふ
た
ち
す
ら
し
久
方

　

の
あ
ま
の
か
く
や
ま
雲
か
く
れ
ゆ
く
（
266
）

　
　
　

夏
月
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
三
位
頼
政　
　
　
　
　

」〈
70
オ
〉

　

に
は
の
を
も
は
ま
た
か
は
か
ぬ
に
ゆ
ふ
た

　

ち
の
そ
ら
さ
り
け
な
く
す
め
る
月
か
な
（
267
）

　
　
　

百
首
哥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

ゆ
ふ
た
ち
の
雲
も
と
ま
ら
ぬ
夏
の
ひ

　

の
か
た
ふ
く
山
に
日
く
ら
し
の
こ
ゑ
（
268
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
納
言
忠
良

　

ゆ
ふ
つ
く
ひ
さ
す
や
い
り
ひ
の
し
は
の
と
に

　

さ
ひ
し
く
も
あ
る
か
ひ
く
ら
し
の
こ
ゑ
（
269
）　

」〈
70
ウ
〉

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

秋
ち
か
き
け
し
き
の
も
り
のに
な
く
せ
み
の

　

な
み
た
の
つ
ゆ
や
し
た
は
そ
む
ら
む
（
270
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
条
院
讃
岐

　

な
く
せ
み
の
こ
ゑ
も
す
ゝ
し
き
ゆ
ふ
く
れ
に

　

秋
を
か
け
た
る
も
り
の
し
ら
つ
ゆ
（
271
）

　
　
　

螢
の
と
ひ
わ
た
る
を
み
て
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
見

　

い
つ
ち
と
か
夜
は
ほ
た
る
の
ゝ
ほ
る
ら
む　
　
　

」〈
71
オ
〉

　

ゆ
く
か
た
し
ら
ぬ
く
さ
の
ま
く
ら
に
（
272
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
大
政
大
臣

　

ほ
た
る
と
ふ
の
さ
は
に
し
け
る
あ
し
の

　

ね
に
よ
な
〳
〵
し
た
に
か
よ
ふ
秋
風
（
273
）

　
　
　

刑
部
卿
頼
輔
哥
合
し
侍
け
る
に

　
　
　

納
涼
を
よ
め
る

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   126 2016/02/20   16:23:16



127 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

俊
恵
法
師

　

ひ
さ
き
を
ふ
る
か
た
や
ま
か
け
に
し
の
ひ

　

つ
ゝ
吹
け
る
物
を
秋
の
ゆ
ふ
か
せ
（
274
）　　
　

」〈
71
ウ
〉

　
　
　

瞿
麦
露
滋
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
倉
院
御
哥

　

白
露
の
た
ま
も
にて
ゆ
へ
る
ま
せ
の
中
に

　

ひ
か
り
さ
へ
そ
ふ
と
こ
夏
の
花
（
275
）

　
　
　

ゆ
ふ
か
ほ
〳
〵
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
太
政
大
臣

　

し
ら
つ
ゆ
の
な
さ
け
を
き
け
る
こ
と
の
は
や

　

ほ
の
〳
〵
み
え
し
夕
か
ほ
の
は
な
（
276
）

　
　
　

百
首
哥
よ
み
侍
け
る
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王　
　
　
　
　

」〈
72
オ
〉

　

た
そ
か
れ
の
の
き
は
の
を
き
に
と
も

　

す
れ
は
ほ
に
い
て
ぬ
秋
そ
し
た
に
こ
と
ゝ
ふ
（
277
）

　
　
　

夏
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

雲
ま
よ
ふ
夕
へ
に
秋
を
こ
め
な
か
ら

　

か
せ
も
ほ
に
い
て
ぬ
お
き
の
こ
ゑ
か
な
（
278
）

　
　
　

大
神
宮
に
た
て
ま
つ
り
し
夏
哥
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
上
天
皇

　

山
さ
と
の
み
ね
の
あ
ま
雲
と
た
え
し
て

　

ゆ
ふ
へ
す
ゝ
し
き
ま
き
の
下
露
（
279
）　　
　
　

」〈
72
ウ
〉

　
　
　

文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

い
は
ゐ
く
む
あ
た
り
の
を
さ
ゝ
た
ま
ほ
こ

　

え
て
か
つ
〳
〵
む
す
ふ
秋
の
し
ら
つ
ゆ
（
280
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

か
た
え
さ
す
を
ふ
の
う
ら
な
し
は
つ
秋

　

に
な
る
も
な
ら
ぬ
も
か
せ
もそ
み
に
し
む
（
281
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓　
　
　
　

」〈
73
オ
〉

　

た
ひ
こ
ろ
も
か
た
へ
す
ゝ
し
く
な
り
ぬ
な
り

　

よ
や
ふ
け
ぬ
ら
む
ゆ
き
あ
ひ
の
そ
ら
（
282
）

　
　
　

延
㐂
御
時
月
次
屏
風
に

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   127 2016/02/20   16:23:16



128

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

壬
生
忠
峯

　

夏
は
つ
る
あ
ふ
き
と
秋
の
し
ら
つ
ゆ
と

　

い
つ
れ
か
ま
つ
は
を
か
む
と
す
ら
む
（
283
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

　

み
そ
き
す
る
か
は
の
せ
み
れ
は
か
ら
こ
ろ
も

　

ひ
も
ゆ
ふ
く
れ
に
な
み
そ
た
ち
け
る
（
284
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
73
ウ
〉

　

新
古
今
和
歌
集
巻
第
四

　
　

秋
哥
上

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
山
の
く
す
か
つ
ら

　

う
ら
吹
か
へ
す
あ
き
は
き
に
け
り
（
285
）

　
　
　

百
首
哥
に
は
つ
秋
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

崇
徳
院
御
哥

　

い
つ
し
か
と
お
き
の
は
む
け
の
か
た
よ
り
に

　

そ
ゝ
や
あ
き
と
そ
風
も
ふ
き
け
る
（
286
）　　
　

」〈
74
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
季
通
朝
臣

　

こ
の
ね
ぬ
る
夜
の
ま
に
秋
は
き
に
け
ら

　

し
あ
さ
け
の
か
せ
の
昨
日
に
も
に
す
（
287
）

　
　
　

文
治
六
年
女
御
入
内
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣

　

い
つ
も
き
く
ふ
も
と
の
さ
と
ゝ
思
へ
と
も

　

き
の
ふ
に
か
は
る
や
ま
を
ろ
し
の
か
せ
（
288
）

　
　
　

百
首
哥
よ
み
侍
け
る
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
朝
臣

　

き
の
ふ
た
に
と
は
む
と
思
し
つ
の
く
に　
　
　
　

」〈
74
ウ
〉

　

の
い
く
た
の
も
り
に
秋
は
き
に
け
り
（
289
）

　
　
　

最
勝
四
天
王
院
障
子
に
た
か
さ
こ

　
　
　

か
き
た
る
所
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
秀
能

　

ふ
く
風
の
い
ろ
こ
そ
み
え
ね
た
か
さ
こ
の

　

を
の
え
の
松
に
秋
は
き
に
け
り
（
290
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

ふ
し
み
や
ま
秋
の
か
け
よ
り
み
わ
た
せ
は
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あ
く
る
た
の
も
に
秋
か
せ
そ
ふ
く
（
291
）　　
　

」〈
75
オ
〉

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
読せ侍
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

あ
け
ぬ
る
か
こ
ろ
も
て
さ
む
し
す
か
は
ら
や

　

ふ
し
み
の
さ
と
の
秋
の
は
つ
風
（
292
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

ふ
か
く
さ
の
つ
ゆ
の
よ
す
か
を
ち
き
り

　

に
て
さ
と
を
は
か
れ
す
秋
は
き
は
に
け
り
（
293
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具

　

あ
は
れ
ま
た
い
か
に
し
の
は
ん
袖
の
つ
ゆ　
　
　

」〈
75
ウ
〉

　

野
は
ら
の
か
せ
に
秋
は
き
に
け
り
（
294
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
具
親

　

し
き
た
え
の
枕
の
う
へ
に
す
き
ぬ
な

　

り
つ
ゆ
を
た
つ
ぬ
る
秋
の
は
つ
か
せ
（
295
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
照
法
師

　

み
つ
く
き
の
を
か
の
く
す
は
も
い
ろ
つ

　

き
て
け
さ
う
ら
か
な
し
秋
の
は
つ
か
せ
（
296
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

越
前

　

秋
は
た
ゝ
心
よ
り
を
く
ゆ
ふ
つ
ゆ
を

　

そ
て
の
ほ
か
と
も
思
け
る
か
な
（
297
）　　
　
　

」〈
76
オ
〉

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
秋
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経
朝
臣

　

き
の
ふ
ま
て
よ
そ
に
し
の
ひ
し
し
た
を

　

き
の
す
ゑ
葉
の
つ
ゆ
に
秋
風
そ
ふ
く
（
298
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

を
し
な
へ
て
も
の
を
ゝ
も
は
ぬ
人
に

　

さ
へ
こ
ゝ
ろ
を
つ
く
る
秋
の
は
つ
か
せ
（
299
）

　

あ
は
れ
い
か
に
く
さ
は
の
つ
ゆ
の
こ
ほ
る
ら
む

　

秋
風
た
ち
ぬ
み
や
き
の
ゝ
は
ら
（
300
）　　
　
　

」〈
76
ウ
〉

　
　
　

崇
徳
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

み
し
ふ
つ
き
う
へ
し
山
た
に
ひ
た
は
へ

　

て
ま
た
袖
ぬ
ら
す
秋
は
き
に
け
り
（
301
）

　
　
　

中
納
言
中
将
に
侍
け
る
と
き
家
に
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山
家
早
秋
と
い
へ
る
心
を
読
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

あ
さ
き
り
や
た
つ
た
の
山
の
さ
と
な
ら
て

　

秋
き
に
け
り
と
た
れ
か
し
ら
ま
し
（
302
）

　
　
　

題
し
ら
す　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
77
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中　

卿
具
平
親
王

　

夕
く
れ
は
を
き
吹
風
の
お
と
ま
さ
る

　

い
ま
は
た
如
何
に
ね
さ
め
せ
ら
れ
ん
（
303
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

後
徳
大
寺
左
大
臣

　

ゆ
ふ
さ
れ
は
を
き
の
葉
む
け
を
吹
風
に

　

こ
と
そ
と
も
な
く
な
み
た
を
ち
け
り
（
304
）

　
　
　

崇
徳
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り

　
　
　

け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

お
き
の
葉
も
ち
き
り
あ
り
て
や
秋
風
の　
　
　
　

」〈
77
ウ
〉

　

お
と
つ
れ
そ
む
る
つ
ま
と
な
る
ら
む
（
305
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
条
院
権
大
夫

　

あ
き
ゝ
ぬ
と
秋
吹
か
せ
も
し
ら
せ
け
り

　

か
な
ら
す
を
き
の
う
は
ゝ
な
ら
ね
と
（
306
）

　
　
　

題
を
さ
く
り
て
こ
れ
か
れ
哥
読
せ

　
　
　

る
に
し
の
た
の
も
り
の
秋
風
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
経
衡

　

日
を
へ
つ
ゝ
を
と
こ
そ
ま
さ
れ
い
つ
み
な
る

　

し
の
た
の
も
り
の
ち
えゝ

の
秋
か
せ
（
307
）　　
　

」〈
78
オ
〉

　
　
　

百
首
哥
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

う
た
ゝ
ね
の
あ
さ
け
の
袖
に
か
ゝ
る
な
る

　

な
ら
す
あ
ふ
き
の
秋
の
は
つ
か
せ
（
308
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模

　

て
も
た
ゆ
く
な
ら
す
あ
ふ
き
の
を
き

　

と
こ
ろ
わ
す
る
は
か
り
に
秋
風
そ
ふ
く
（
309
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
貳
三
位

　

秋
風
は
吹
む
す
へ
と
も
し
ら
つ
ゆ
の　
　
　
　
　

」〈
78
ウ
〉

　

み
た
れ
て
を
か
ぬ
草
の
葉
そ
な
き
（
310
）
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曽
祢
好
忠

　

あ
さ
ほ
ら
け
を
き
の
う
は
ゝ
の
露
み
れ
は

　

や
ゝ
は
た
さ
む
し
秋
の
は
つ
か
せ
（
311
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
小
町

　

吹
む
す
ふ
風
は
む
か
し
の
秋
な
か
ら

　

あ
り
し
に
も
に
ぬ
そ
て
の
つ
ゆ
か
な
（
312
）

　
　
　

延
㐂
御
時
月
次
屏
風
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

紀
貫
之

　

お
ほ
そ
ら
を
わ
れ
も
な
か
め
て
ひ
こ
ほ　
　
　
　

」〈
79
オ
〉

　

し
の
つ
ま
ゝ
つ
よ
さ
へ
ひ
と
り
か
も
ね
む
（
313
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

赤
人

　

こ
の
ゆ
ふ
へ
ふ
り
く
る
雨
は
ひ
こ
ほ
し
の

　

と
わ
た
る
ふ
ね
の
か
ひ
の
し
つ
く
か
（
314
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
大
納
言
長
家

　

と
し
を
へ
て
す
む
へ
き
や
と
の
い
け
水
は

　

ほ
し
あ
ひ
の
か
け
も
お
も
な
れ
や
せ
む
（
315
）

　
　
　

花
山
院
御
時
七
夕
哥
つ
か
ま
つ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
長
能　
　
　
　
　
　

」〈
79
ウ
〉

　

袖
ひ
ち
て
わ
か
て
に
む
す
ふ
水
の
お
も
に

　

あ
ま
つ
ほ
し
あ
ひ
の
そ
ら
を
み
る
か
な
（
316
）

　
　
　

七
月
七
日
七
夕
ま
つ
り
す
る
所
に
て

　
　
　

よ
み
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

祭
主
輔
親

　

雲
ま
よ
り
ほ
し
あ
ひ
の
そ
ら
を
み
わ
た
せ
は

　

し
つ
こ
ゝ
ろ
な
き
あ
ま
の
か
は
な
み
（
317
）

　
　
　

七
夕
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宰
大
貳
高
遠

　

た
な
は
た
の
あ
ま
の
は
こ
ろ
も
う
ち
か
さ
ね　
　

」〈
80
オ
〉

　

ぬ
る
夜
す
ゝ
し
き
あ
き
風
そ
吹
（
318
）

　

な
れ
ぬ
れ
は
つ
ら
き
心
も
あ
り
や
と
て

　

た
な
は
た
つ
め
の
ま
れ
に
ち
き
り
し
〔
1998
〕

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
弁

　

た
な
は
た
の
こ
ろ
も
の
す
そ
は
心
し
て

　

ふ
き
な
か
へ
し
そ
秋
の
は
つ
風
（
319
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
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た
な
は
た
の
と
わ
た
る
ふ
ね
の
か
ち
の
は
に

　

い
く
秋
か
き
つ
露
の
た
ま
つ
さ
（
320
）

　
　
　

百
首
哥
中
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
80
ウ
〉

　

な
か
む
れ
は
こ
ろ
も
て
す
ゝ
し
ひ
さ
か
た
の

　

あ
ま
の
か
は
ら
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
321
）

　
　
　

家
に
百
首
哥
読
侍
け
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

如
何
は
か
り
身
に
し
み
ぬ
ら
む
七
夕
の

　

つ
ま
ゝ
つ
よ
ひ
の
あ
ま
の
か
は
か
せ
（
322
）

　
　
　

七
夕
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
中
納
言
公
経

　

ほ
し
あ
ひ
の
ゆ
ふ
へ
す
ゝ
し
き
あ
ま
の
河

　

も
み
ち
の
は
し
を
わ
た
る
秋
風
（
323
）　　
　
　

」〈
81
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

待
賢
門
院
堀
川

　

た
な
は
た
の
あ
ふ
せ
た
え
せ
ぬ
天
河

　

い
か
な
る
秋
か
わ
た
り
そ
め
け
ん
（
324
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
御
徽
子
女
王

　

わ
く
ら
は
に
あ
ま
の
か
は
な
み
よ
る
な
か
ら

　

あ
く
る
そ
ら
にはま
か
せ
す
も
か
な
（
325
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
臣
能
宣
朝
臣

　

い
と
ゝ
し
く
思
け
ぬ
へ
し
た
な
は
た
の

　

わ
か
れ
の
そ
て
に
を
け
る
し
ら
つ
ゆ
（
326
）

　
　
　

中
納
言
兼
輔
家
屏
風
に　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
81
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

　

た
な
は
た
は
い
ま
や
わ
か
る
ゝ
あ
ま
の
か
は

　

か
は
き
り
た
ち
て
ひ
と
り
な
く
な
り
（
327
）

　
　
　

堀
河
院
御
時
百
首
哥
中
に
は
き
を

　
　
　

よ
み
は
へ
り
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
中
納
言
匡
房

　

か
は
み
つ
に
し
か
の
し
か
ら
み
か
け
て
け
り

　

う
き
て
な
か
れ
ぬ
秋
は
き
の
花
（
328
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
三
位
頼
政　
　
　
　
　

」〈
82
オ
〉

　

か
り
こ
ろ
も
我
と
は
す
ら
し
つ
ゆ
し

　

け
き
の
は
ら
の
は
き
の
は
な
に
ま
か
せ
て
（
329
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

権
僧
正
永
縁
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秋
は
き
を
お
ら
て
は
す
き
し
つ
き
草
の

　

花
す
り
こ
ろ
も
つ
ゆ
に
ぬ
る
と
も
（
330
）

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
よ
ま
せ

　
　
　

侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
照
法
師

　

は
き
か
花
ま
そ
て
に
か
け
て
た
か
ま
と

　

の
を
の
え
の
み
や
に
ひ
れ
ふ
る
や
た
れ
（
331
）　

」〈
82
ウ
〉

　
　
　

祐
子
内
親
王
家
紀
伊

　

お
く
つ
ゆ
も
し
つ
心
な
き
秋
風
に

　

み
た
れ
て
さ
け
る
ま
の
ゝ
は
き
は
ら
（
332
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
丸

　

秋
は
き
の
さ
き
ち
る
の
へ
の
ゆ
ふ
つ
ゆ
に
ぬ
れ

　

つ
ゝ
き
ま
せ
よ
は
ふ
け
ぬ
と
も
（
333
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

　

さ
を
し
か
の
あ
さ
た
つ
の
へ
の
秋
は
き
に

　

た
ま
と
み
る
ま
て
を
け
る
し
ら
つ
ゆ
（
334
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒　
　
　
　
　

」〈
83
オ
〉

　

秋
の
ゝ
を
わ
け
ゆ
く
つ
ゆ
に
う
つ
り
つ
ゝ

　

わ
か
こ
ろ
も
て
は
は
な
の
か
そ
す
る
（
335
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
野
小
町

　

た
れ
を
か
も
まつち
の
山
の
を
み
な
へ
し

　

あ
き
と
ち
き
れ
る
人
そ
あ
る
ら
し
（
336
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
元
真

　

を
み
な
へ
し
の
へ
の
ふ
る
さ
と
思
い
て
ゝ

　

や
と
り
し
む
し
の
こ
ゑ
や
こ
ひ
し
き
（
337
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
近
中
将
良
平　
　
　
　

」〈
83
ウ
〉

　

ゆ
ふ
さ
れ
は
た
ま
ち
る
野
邊
の
女
郎
花

　

ま
く
ら
さ
た
め
ぬ
秋
か
せ
そ
ふ
く
（
338
）

　
　
　

蘭
を
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

公
猷
法
師

　

ふ
ち
は
か
ま
ぬ
し
は
た
れ
と
も
し
ら
つ
ゆ
の

　

こ
ほ
れ
て
に
ほ
ふ
の
へ
の
あ
き
風
（
339
）

　
　
　

崇
徳
院
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
輔
朝
臣

　

う
す
き
り
の
ま
か
き
の
は
な
の
あ
さ
し
め
り
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秋
は
ゆ
ふ
へ
と
た
れ
か
い
ひ
け
む
（
340
）　　
　

」〈
84
オ
〉

　
　
　

入
道
前
関
白
太
政
大
臣
右
大
臣
に
侍
け

　
　
　

る
と
き
百
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成

　

い
と
か
く
や
袖
は
し
ほ
れ
し
の
へ
に
い
て
ゝ

　

む
か
し
も
秋
の
は
な
は
み
し
か
と
（
341
）

　
　
　

築
紫
に
侍
け
る
時
秋
野
ゝ
を
み
て

　
　
　

よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
経
信

　

花
見
に
と
ひ
と
や
り
な
ら
す
の
へ
に

　

き
て
こ
ゝ
ろ
の
か
き
り
つ
く
し
つ
る
哉
（
342
）　

」〈
84
ウ
〉

　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
祢
好
忠

　

を
き
て
み
ん
と
思
し
ほ
と
に
か
れ
に
け
り

　

つ
ゆ
よ
り
け
な
る
あ
さ
か
ほ
の
は
な
（
343
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貫
之

　

山
か
つ
の
か
き
を
に
さ
け
る
あ
さ
か
ほ
は

　

し
の
ゝ
め
な
ら
て
あ
ふ
よ
し
も
か
な
（
344
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

坂
上
是
則

　

う
ら
か
る
ゝ
あ
さ
ち
か
は
ら
の
か
る
か
や
の

　

み
た
れ
て
も
の
を
思
ふ
こ
ろ
か
な
（
345
）　　
　

」〈
85
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
丸

　

さ
を
し
か
の
い
る
の
ゝ
す
ゝ
き
は
つ
を

　

花
い
つ
し
か
い
も
か
た
ま
く
ら
に
せ
む
（
346
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

よ
み
人
し
ら
す

　

お
く
ら
山ふも
と
の
ゝ
へ
の
花
す
ゝ
き

　

ほ
の
か
に
み
ゆ
る
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
347
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

女
御
徽
子
女
王

　

ほ
の
か
に
も
か
せ
は
ふ
か
な
む
花
す
ゝ
き

　

む
す
ほ
ゝ
れ
つ
ゝ
つ
ゆ
に
ぬ
る
と
も
（
348
）

　
　
　

百
首
歌
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
85
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

花
す
ゝ
き
ま
た
露
ふ
か
し
ほ
に
い
て
ゝ

　

な
か
め
し
と
思
ふ
秋
の
さ
か
り
を
（
349
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
百
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
条
院
六
條

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   134 2016/02/20   16:23:19



135 國學院大學図書館所蔵『新古今和歌集』酒井宇吉氏旧蔵本上帖の解題と翻刻

　

野
へ
こ
と
に
を
と
つ
れ
わ
た
る
秋
風
を
あ
た

　

に
も
な
ひ
く
花
す
ゝ
き
か
な
（
350
）

　
　
　

和
哥
所
哥
合
に
朝
草
花
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　

あ
け
ぬ
と
て
の
へ
よ
り
山
に
い
る
し
か
の　
　
　

」〈
86
オ
〉

　

あ
と
ふ
き
を
く
る
は
き
の
し
た
風
（
351
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

身
に
と
ま
る
お
も
ひ
を
ゝ
き
の
う
は
ゝ

　

に
て
こ
の
こ
ろ
か
な
し
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら
（
352
）

　
　
　

崇
徳
院
御
時
百
首
哥
め
し
け
る
に

　
　
　

萩
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
蔵
卿
行
宗

　

身
の
程
を
思
つ
ゝ
く
る
夕
く
れ
の
を
き

　

の
う
は
ゝ
に
か
せ
わ
た
る
な
り
（
353
）　　
　
　

」〈
86
ウ
〉

　
　
　

秋
哥
よ
み
は
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
重
之
女

　

あ
き
は
た
ゝ
も
の
を
こ
そ
思
へ
つ
ゆ
か
ゝ
る

　

を
き
の
う
ゑ
ふ
く
か
せ
に
つ
け
て
も
（
354
）

　
　
　

堀
川
院
に
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
基
俊

　

秋
風
の
や
ゝ
は
た
さ
む
く
ふ
く
な
へ
に

　

を
き
の
う
は
ゝ
の
を
と
そ
か
な
し
き
（
355
）

　
　
　

百
首
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣　
　
　
　

」〈
87
オ
〉

　

を
き
の
葉
に
ふ
け
は
あ
ら
し
の
秋
な
る
を

　

ま
ち
け
る
夜
は
の
さ
を
し
か
の
こ
ゑ
（
356
）

　

を
し
な
へ
て
思
し
こ
と
の
か
す
〳
〵
に

　

な
を
い
ろ
ま
さ
る
あ
き
の
ゆ
ふ
く
れ
（
357
）

　
　
　

題
不
知

　

く
れ
か
ゝ
る
む
な
し
き
そ
ら
の
秋
を
み
て

　

お
ほ
え
す
た
ま
る
そ
て
の
つ
ゆ
か
な
（
358
）

　
　
　

家
に
百
首
哥
合
し
（
に
）
侍
け
る
に

　

も
の
を
も
は
て
か
ゝ
る
つ
ゆ
や
は
そ
て
に

　

を
く
な
か
め
て
け
り
な
あ
き
の
夕
く
れ
（
359
）　

」〈
87
ウ
〉

　
　
　

男
共
詩
を
つ
く
り
て
哥
に
合
侍
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し
に
山
路
秋
行
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

み
や
ま
ち
や
い
つ
よ
り
秋
の
い
ろ
な
ら
む

　

み
●（さ
カ
）

り
し
雲
の
ゆ
ふ
く
れ
の
そ
ら
（
360
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　

さ
ひ
し
さ
は
そ
の
い
ろ
と
し
も
な
か
り
け
り

　

ま
き
た
つ
山
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
361
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師　
　
　
　
　
　

」〈
88
オ
〉

　

心
な
き
身
に
も
あ
は
れ
は
し
ら
れ
け
り

　

し
き
た
つ
さ
は
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
362
）

　
　
　

西
行
法
師
す
ゝ
め
て
百
首
哥
よ

　
　
　

ま
せ
は
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
定
家
朝
臣

　

み
わ
た
せ
は
花
も
ゝ
み
ち
も
な
か
り
け
り

　

う
ら
の
とまや
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
363
）

　
　
　

五
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
雅
経

　

た
え
て
や
は
思
あ
り
と
も
い
か
ゝ
せ
ん　
　
　
　

」〈
88
ウ
〉

　

む
く
ら
の
や
と
の
秋
の
ゆ
ふ
く
れ
（
364
）

　
　
　

秋
哥
と
て
よ
み
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

お
も
ふ
こ
と
さ
し
て
そ
れ
と
は
な
き
も
の

　

を
あ
き
の
ゆ
ふ
へ
を
こ
ゝ
ろ
に
そ
と
ふ
（
365
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明

　

秋
風
の
い
た
り
い
た
ら
ぬ
袖
は
あ
ら
し

　

た
ゝ
わ
れ
か
ら
の
つ
ゆ
の
ゆ
ふ
く
れ
（
366
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

お
ほ
つ
か
な
秋
は
い
か
な
る
ゆ
へ
の
あ
れ
は　
　

」〈
89
オ
〉

　

そ
ゝ
ろ
に
物
ゝ
か
な
し
か
る
ら
む
（
367
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

そ
れ
な
か
ら
む
か
し
に
も
あ
ら
ぬ
秋
風

　

に
い
と
ゝ
な
か
め
を
し
つ
の
を
た
ま
き
（
368
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
長
能

　

ひ
く
ら
し
の
な
く
ゆ
ふ
く
れ
そ
う
か
り
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け
る
い
つ
も
つ
き
せ
ぬ
思
ひ
な
れ
と
も
（
369
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

和
泉
式
部

　

あ
き
く
れ
は
と
き
は
の
山
の
松
か
けせ
も　
　
　

」〈
89
ウ
〉

　

う
つ
る
は
か
り
に
み
に
そ
し
み
け
る
（
370
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
祢
好
忠

　

あ
き
か
せ
の
よ
も
に
吹
く
る
お
と
は
や
ま

　

な
に
の
草
木
か
の
と
け
か
る
へ
き
（
371
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模

　

あ
か
つ
き
の
つ
ゆ
は
な
み
た
も
と
ゝ
ま
ら
て

　

う
ら
む
る
風
の
こ
ゑ
そ
の
こ
れ
る
（
372
）

　
　
　

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
哥
合

　
　
　

に
野
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
基
俊　
　
　
　
　
　

」〈
90
オ
〉

　

た
か
ま
と
の
の
ち
の
し
の
は
ら
す
ゑ
さ

　

は
き
そ
ゝ
や
木
か
ら
し
け
ふ
吹
ぬ
な
り
（
373
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具

　

ふ
か
草
の
さ
と
の
月
か
け
さ
ひ
し
さ
も

　

す
み
こ
し
ま
ゝ
の
野
邊
の
秋
風
（
374
）

　
　
　

五
十
首
た
て
ま
つ
り
し
時
杜

　
　
　

間
月
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

お
ほ
あ
ら
き
の
も
り
の
木
の
ま
を
も
り
か
ね
／
て
」〈
90
ウ
〉

　

人
た
の
め
な
る
秋
の
夜
の
月
（
375
）

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

あ
り
あ
け
の
月
ま
つ
や
と
の
そ
て
の
う
へ

　

に
ひ
と
た
の
め
な
る
よ
ひ
の
い
な
つ
ま
（
376
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
家
百
首
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
有
家
朝
臣

　

か
せ
わ
た
る
あ
さ
ち
か
す
ゑ
の
つ
ゆ
に
た
に

　

や
と
り
も
は
て
ぬ
よ
ひ
の
い
な
つ
ま
（
377
）

　
　
　

水
成
瀬
に
て
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
／
し
時　

」〈
91
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　

む
さ
し
野
や
ゆ
け
と
も
秋
の
は
て
そ

　

な
き
い
か
な
る
風
か
す
ゑ
に
吹
ら
む
（
378
）

【翻刻】　荒木優也先生（三校）.indd   137 2016/02/20   16:23:19



138

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
月
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

い
つ
ま
て
か
涙
く
も
ら
て
月
は
み
し

　

秋
ま
ち
ゑ
て
も
あ
き
そ
恋
し
き
（
379
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

な
か
め
わ
ひ
ぬ
秋
よ
り
ほ
か
の
や
と
も
か
な

　

野
に
も
山
に
も
月
や
す
む
ら
ん
（
380
）　　
　
　

」〈
91
ウ
〉

　
　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

圓
融
院
御
哥

　

月
か
け
の
は
つ
秋
風
に
ふ
け
ゆ
け
は

　

心
つ
く
し
に
物
を
こ
そ
思
へ
（
381
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
条
院
御
哥

　

あ
し
ひ
き
の
山
の
あ
な
た
に
す
む
人
は

　

ま
た
て
や
秋
の
月
を
み
る
ら
む
（
382
）

　
　
　

雲
間
微
月
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
院
御
哥

　

し
き
し
ま
や
た
か
ま
と
や
ま
の
雲
ま
よ
り　
　
　

」〈
92
オ
〉

　

ひ
か
り
さ
し
そ
ふ
ゆ
み
は
り
の
月
（
383
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
川
右
大
臣

　

人
よ
り
も
心
の
か
き
り
な
か
め
つ
る

　

月
は
た
れ
と
も
わ
か
し
も
の
ゆ
へ
（
384
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

橘
為
仲
朝
臣

　

あ
や
な
く
も
く
も
ら
ぬ
よ
ひ
を
い
と
ふ

　

か
な
し
の
ふ
の
さ
と
の
秋
の
夜
の
月
（
385
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣

　

か
せ
ふ
け
は
た
ま
ち
る
は
き
の
し
た
つ
ゆ
／
に　

」〈
92
ウ
〉

　

は
か
な
く
や
と
る
の
へ
の
月
か
け
な
（
386
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

従
三
位
頼
政

　

こ
よ
ひ
た
れ
す
ゝ
吹
風
を
み
に
し
め
て

　

よ
し
野
ゝ
た
け
の
月
を
み
る
ら
む
（
387
）

　
　
　

法
性
寺
入
道
前
関
白
太
政
大
臣
家
に

　
　
　

月
哥
あ
ま
た
よ
み
は
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
宰
大
貳
重
家

　

月
み
れ
は
お
も
ひ
そ
あ
え
ぬ
山
た
か
み

　

い
つ
れ
の
と
し
の
ゆ
き
に
か
あ
る
ら
む
（
388
）
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和
哥
所
の
哥
合
に
湖
邊
月
と
い
ふ　
　
　
　

」〈
93
オ
〉

　
　
　

こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

に
ほ
の
う
み
や
月
の
ひ
か
り
の
う
つ
ろ

　

え
は
な
み
の
花
に
も
秋
は
み
え
け
り
（
389
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

ふ
け
ゆ
か
は
け
ふ
り
も
あ
ら
し
ゝ
ほ
か
ま

　

の
う
ら
み
な
は
て
そ
秋
の
夜
の
月
（
390
）

　
　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女　

」〈
93
ウ
〉

　

こ
と
は
り
の
秋
に
は
あ
え
ぬ
な
み
た
か
な

　

つ
き
の
か
つ
ら
も
か
は
る
ひ
か
り
に
（
391
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

な
か
め
つ
ゝ
お
も
ふ
も
さ
ひ
し
ひ
さ
か
た
の

　

月
の
み
や
こ
の
あ
け
か
た
の
そ
ら
（
392
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
月

　
　
　

前
草
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

ふ
る
さ
と
の
も
と
あ
ら
の
こ
は
き
さ
き
し

　

よ
り
夜
な
〳
〵
に
は
の
月
そ
う
つ
ろ
ふ
（
393
）　

」〈
94
オ
〉

　
　
　

建
仁
元
年
三
月
哥
合
に
山
家
秋
月

　
　
　

と
い
ふ
こ
と
を
読
は
へ
り
し

　

と
き
し
も
あ
れ
ふ
る
さ
と
人
は
お
と
も

　

せ
て
み
や
ま
の
月
に
秋
風
そ
ふ
く
（
394
）

　
　
　

八
月
十
五
夜
和
哥
所
哥
合
に
深
山

　
　
　

月
と
い
ふ
こ
と
を

　

ふ
か
ゝ
ら
ぬ
と
や
ま
の
い
ほ
の
ね
さ
め

　

た
に
さ
そ
な
こ
の
ま
の
月
は
さ
ひ
し
き
（
395
）

　
　
　

月
前
秋
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師　
　
　
　
　
　

」〈
94
ウ
〉

　

月
は
な
を
も
ら
ぬ
木
の
ま
も
す
み
よ
し

　

の
松
を
つ
く
し
て
秋
風
そ
吹
（
396
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明

　

な
か
む
れ
は
ち
ゝ
に
物
お
も
ふ
月
に
ま
た

　

我
身
ひ
と
つ
の
み
ね
の
松
風
（
397
）
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山
の
月
と
い
ふ
こ
と
を
読
侍
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
秀
能

　

あ
し
ひ
き
の
山
ち
の
こ
け
は
つ
ゆ
の
う
へ
に

　

ね
さ
め
よ
ふ
か
き
月
を
み
る
か
な
（
398
）

　
　
　

八
月
十
五
夜
和
哥
所
哥
合
に
海
邊　
　
　
　

」〈
95
オ
〉

　
　
　

秋
月
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

こ
ゝ
ろ
あ
る
お
し
ま
の
あ
ま
の
た
も
と

　

か
な
月
や
と
れ
と
は
ぬ
れ
ぬ
も
の
か
ら
（
399
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宜
秋
門
院
丹
後

　

わ
す
れ
し
な
な
に
は
の
秋
の
よ
は
の
そ
ら

　

こ
と
う
ら
に
す
む
月
は
み
る
と
も
（
400
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鴨
長
明

　

松
し
ま
や
し
ほ
く
む
あ
ま
の
秋
の
袖

　

月
は
物
思
ふ
な
ら
ひ
の
み
か
は
（
401
）　　
　
　

」〈
95
ウ
〉

　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
条
院
大
納
言

　

こ
と
ゝ
は
む
の
し
ま
か
さ
き
の
あ
ま
こ
ろ
も

　

な
み
と
月
と
に
い
か
ゝ
し
ほ
る
ゝ
（
402
）

　
　
　

和
哥
所
哥
合
に
海
邊
月
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
家
隆
朝
臣

　

秋
夜
の
月
や
を
し
ま
の
あ
ま
の
は
ら

　

あ
け
か
た
ち
か
き
お
き
の
つ
り
ふ
ね
（
403
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓　
　
　
　

」〈
96
オ
〉

　

う
き
身
に
は
な
か
む
る
か
ひ
も
な
か
り

　

け
り
心
に
く
も
る
秋
の
よ
の
月
（
404
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
江
千
里

　

い
つ
く
に
か
こ
よ
ひ
の
月
の
く
も
る
へ
き

　

お
く
ら
の
や
ま
も
な
を
や
か
ふ
ら
む
（
405
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
道
済

　

心
こ
そ
あ
く
か
れ
に
け
れ
秋
の
夜
の

　

よ
ふ
か
き
月
を
ひ
と
り
み
し
よ
り
（
406
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
東
門
院
小
少
将

　

か
は
ら
し
な
し
る
も
し
ら
ぬ
も
秋
の
夜
／
の　
　

」〈
96
ウ
〉

　

月
ま
つ
程
の
こ
ゝ
ろ
は
か
り
は
（
407
）
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和
泉
式
部

　

た
の
め
た
る
人
は
な
け
れ
と
秋
の
夜
は

　

月
み
て
ぬ
へ
き
心
ち
こ
そ
せ
ね
（
408
）

　
　
　

月
を
み
て
つ
か
は
し
け
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
原
範
永
朝
臣

　

み
る
人
の
そ
て
を
そ
し
ほ
る
秋
の
よ
は

　

月
に
い
か
な
る
か
け
か
そ
ふ
ら
む
（
409
）

　
　
　

か
へ
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

相
模　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
97
オ
〉

　

身
に
そ
へ
る
か
け
と
こ
そ
み
れ
秋
の

　

月
そ
て
に
う
つ
ら
ぬ
を
り
し
な
け
れ
は
（
410
）

　
　
　

永
承
四
年
内
裏
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
納
言
経
信

　

月
か
け
の
す
み
わ
た
る
へ
きか
なあ

ま
の
は
ら

　

雲
吹
は
ら
ふ
よ
は
の
嵐
に
（
411
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　

た
つ
た
山
よ
は
に
あ
ら
し
の
松
吹
は

　

く
も
に
は
う
と
き
み
ね
の
月
か
け
（
412
）　　
　

」〈
97
ウ
〉

　
　
　

崇
徳
院
御
時
百
首
哥
た
て
ま
つ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
京
大
夫
顕
輔

　

秋
風
に
た
な
ひ
く
雲
の
た
え
ま
よ
り

　

も
り
い
つ
る
月
の
か
け
の
さ
や
け
さ
（
413
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
因
法
師

　

山
の
は
に
雲
のよこ
き
る
よ
ひ
の
ま
は

　

い
て
ゝ
も
月
そ
猶
ま
た
れ
け
る
（
414
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

殷
冨
門
院
大
輔

　

な
か
め
つ
ゝ
思
ふ
に
ぬ
る
ゝ
た
も
と
か
な
い
く　

」〈
98
オ
〉

　

夜
か
は
み
ん
あ
き
の
夜
の
つ
き
（
415
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

よ
ひ
の
ま
に
さ
て
も
ね
ぬ
へ
き
月
な
ら
は

　

山
の
は
ち
か
き
物
は
思
は
し
（
416
）

　

ふ
く
る
ま
て
な
か
む
れ
は
こ
そ
か
な
し

　

け
れ
お
も
ひ
も
い
れ
し
秋
の
夜
の
月
（
417
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
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攝
政
太
政
大
臣

　

雲
は
み
な
は
ら
ひ
は
て
た
る
秋
風
を

　

松
に
の
こ
し
て
月
を
み
る
か
な
（
418
）　　
　
　

」〈
98
ウ
〉

　
　
　

家
に
月
五
十
首
哥
よ
ま
せ
侍
け
る
時

　

月
た
に
も
な
く
さ
め
か
た
き
秋
の
夜
の

　

こ
ゝ
ろ
も
し
ら
ぬ
ま
つ
の
か
せ
か
な
（
419
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

定
家
朝
臣

　

さ
む
し
ろ
や
ま
つ
よ
の
秋
の
さ
夜
ふ
け
／
て

　

月
を
か
た
し
く
宇
治
の
は
し
ひ
め
（
420
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
大
将
忠
経

　

あ
き
の
夜
の
な
か
き
か
ひ
こ
そ
な
か
り
け
れ

　

ま
つ
に
ふ
け
ぬ
る
あ
り
あ
け
の
月
（
421
）　　
　

」〈
99
オ
〉

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
野
住
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

ゆ
く
す
ゑ
は
そ
ら
も
ひ
と
つ
の
む
さ
し

　

野
に
草
の
は
ら
よ
り
い
つ
る
月
か
け
（
422
）

　
　
　

雨
後
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
内
卿

　

月
を
な
を
ま
つ
ら
む
も
の
か
む
ら
さ

　

め
の
は
れ
ゆ
く
雲
の
す
ゑ
の
さ
と
人
（
423
）

　
　
　

題
し
ら
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

右
衛
門
督
通
具　
　
　
　

」〈
99
ウ
〉

　

秋
の
夜
は
や
と
か
る
月
も
つ
ゆ
な
か
ら

　

そ
て
に
吹
こ
す
お
き
の
う
は
風
（
424
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

源
家
長

　

秋
の
月
し
の
に
や
と
か
る
か
け
た
け
て

　

を
さ
ゝ
か
は
ら
に
つ
ゆ
ふ
け
に
け
り
（
425
）

　
　
　

元
久
元
年
八
月
十
五
夜
和
哥
所

　
　
　

に
て
田
家
見
月
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
政
大
臣

　

か
せ
わ
た
る
や
ま
た
の
い
ほ
を
も
る
つ
ゆ
や

　

ほ
な
み
に
む
す
ふ
こ
ほ
り
な
る
ら
む
（
426
）　　

」〈
100
オ
〉

　
　
　

和
哥
所
哥
合
に
田
家
月
と
い
ふ
事
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

か
り
の
く
る
ふ
し
み
の
を
た
に
夢
さ
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め
て
ね
ぬ
夜
の
い
ほ
に
月
を
み
る
か
な
（
427
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

い
な
は
ふ
く
か
せ
に
ま
か
せ
て
す
む

　

い
ほ
は
月
そ
ま
こ
と
に
も
り
あ
か
し
／
け
る
（
428
）」〈
100
ウ
〉

　
　
　

題
不
知

　

あ
く
か
れ
て
ね
ぬ
よ
の
ち
り
の
つ
も
る

　

ま
て
月
に
は
ら
は
ぬ
と
こ
の
さ
む
し
ろ
（
429
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
中
臣
定
雅

　

秋
の
た
の
か
り
ね
の
と
こ
の
い
な
む
し
ろ

　

月
や
と
れ
と
も
し
け
る
つ
ゆ
か
な
（
430
）

　
　
　

崇
徳
院
御
時
百
首
哥
め
し
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
京
大
夫
顕
輔

　

秋
田
の
い
ほ
さ
す
し
つ
の
と
ま
を
あ
ら
み

　

月
と
ゝ
も
に
や
も
り
あ
か
す
ら
む
（
431
）

　
　
　

百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
秋
歌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

　

秋
の
色
は
ま
か
き
に
う
と
く
な
り
ゆ
け
と　
　
　

」〈
101
オ
〉

　

た
ま
く
ら
な
る
ゝ
ね
や
の
月
か
け
（
432
）

　
　
　
　

秋
の
哥
の
中
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

秋
の
露
や
た
も
と
に
い
た
く
む
す
ふ

　

ら
む
な
か
き
夜
あ
か
す
や
と
る
月
か
な
（
433
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

左
衛
門
督
通
光

　

さ
ら
に
ま
た
く
れ
を
た
の
め
と
あ
け
に

　

け
り
月
は
つ
れ
な
き
秋
の
よ
の
そ
ら
（
434
）

　
　
　

経
房
卿
家
哥
合
に
暁
月
の
心
を　
　
　
　
　

」〈
101
ウ
〉

　

ふ
も
と
を
は
う
ち
の
か
は
き
り
た
ち
こ
め
て

　

雲
ゐ
に
み
ゆ
る
あ
さ
ひ
山
か
な
（
秋
下
・
494
）

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

曽
祢
好
忠

　

や
ま
さ
と
に
き
り
の
ま
か
き
の
へ
た
て
す
は

　

を
ち
か
た
人
の
そ
て
も
み
て
ま
し
（
495
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
原
深
養
父

　

な
く
か
り
の
ね
を
の
み
そ
き
く
を
く
ら
山

　

き
り
た
ち
は
る
ゝ
と
き
し
な
け
れ
は
（
496
）
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人
麿　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
102
オ
〉

　

か
き
を
な
る
お
き
の
葉
そ
よ
き
秋

　

風
の
吹
な
る
な
へ
に
か
り
そ
な
く
な
る
（
497
）

　

秋
か
せ
に
山
と
ひ
こ
ゆ
る
か
り
か
ね
の

　

い
や
と
を
さ
か
り
く
も
か
く
れ
つ
ゝ
（
498
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

凡
河
内
躬
恒

　

は
つ
か
り
の
は
風
す
ゝ
し
く
な
る
な
へ
に

　

た
れ
か
た
ひ
ね
の
衣
か
へ
せさ
ぬ
（
499
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

読
人
不
知

　

か
り
か
ね
は
風
に
き
を
ひ
て
す
く
れ
と
も

　

わ
か
ま
つ
人
の
こ
と
つ
て
も
な
し
（
500
）　　
　

」〈
102
ウ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

西
行
法
師

　

よ
こ
雲
の
か
せ
に
わ
か
る
ゝ
し
の
ゝ
め
に

　

や
ま
と
ひ
こ
ゆ
る
は
つ
か
り
の
こ
ゑ
（
501
）

　

し
ら
雲
を
つ
は
さ
に
か
け
て
ゆ
く
か
り

　

の
か
と
た
の
を
も
の
と
も
し
た
ふ
な
る
（
502
）

　
　
　

五
十
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時
月
前

　
　
　

聞
鴈
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

お
ほ
え
や
ま
か
た
ふ
く
月
の
か
け
さ
ゑ
て

　

と
は
た
の
を
も
に
を
つ
る
か
り
か
ね
（
503
）　　

」〈
103
オ
〉

　
　
　

題
不
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

朝
恵
法
師

　

む
ら
雲
や
か
り
の
は
風
に
は
れ
ぬ
ら
む

　

こ
ゑ
き
く
そ
ら
に
す
め
る
月
か
け
（
504
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女

　

吹
ま
よ
ふ
雲
ゐ
を
わ
た
る
は
つ
か
り
の

　

つ
は
さ
に
な
ら
す
よ
も
の
あ
き
か
せ
（
505
）

　
　
　

詩
に
合
し
哥
の
中
に
山
路
秋
行

　
　
　

と
い
へ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
隆
朝
臣　
　
　
　
　
　

」〈
103
ウ
〉

　

う
ら
か
れ
て
ゆ
く
の
へ
の
秋
風
（
516
）

　
　
　

秋
哥
と
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
上
天
皇

　

あ
き
ふ
け
ぬ
な
け
や
し
も
よ
の
き
り

　

き
り
す
や
ゝ
か
け
さ
む
し
よ
も
き
う
の
／
月
（
517
）
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百
首
哥
た
て
ま
つ
り
し
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

攝
政
太
政
大
臣

　

き
り
〳
〵
す
な
く
や
し
も
夜
の
さ
む
し
ろ
に

　

こ
ろ
も
か
た
し
き
ひ
と
り
か
も
ね
む
（
518
）

　
　
　

千
五
百
番
哥
合
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
104
オ
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
宮
権
大
夫
公
継

　

ね
さ
め
す
る
な
か
つ
き
の
夜
の
と
こ
さ
む
み

　

け
さ
吹
か
せ
に
し
も
や
を
く
ら
む
（
519
）

　
　
　

和
哥
所
に
て
六
首
哥
つ
か
う
ま
つ

　
　
　

り
し
時
秋
哥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

前
大
僧
正
慈
圓

　

秋
ふ
か
き
あ
は
ち
の
し
ま
の
あ
り
あ
け

　

に
か
た
ふ
く
月
を
ゝ
く
る
う
ら
風
（
520
）

　
　
　

暮
秋
こ
ゝ
ろ
を

　

な
か
月
も
い
く
有
明
に
な
り
ぬ
ら
む　
　
　
　
　

」〈
104
ウ
〉

　

あ
さ
ち
の
月
の
い
と
ゝ
さ
ひ
ゆ
く
（
521
）

　
　
　

攝
政
太
政
大
臣
大
将
に
侍
け
る
時
百
首

　
　
　

哥
よ
ま
せ
は
へ
り
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

寂
蓮
法
師

　

か
さ
ゝ
き
の
雲
の
か
け
は
し
秋
く
れ
て

　

夜
は
に
は
し
も
や
さ
え
わ
た
る
ら
ん
（
522
）

　
　
　

さ
く
ら
の
も
み
ち
は
し
め
た
る
を
み
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
務
卿
具
平
親
王

　

い
つ
の
ま
に
も
み
ち
し
ぬ
ら
む
山
さ
く
ら

　

き
の
ふ
は
は
な
の
ち
る
を
ゝ
し
み
し
（
523
）　　

」〈
105
オ
〉

　
　
　

紅
葉
透
霧
と
い
ふ
こ
と
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

高
倉
院
御
哥

　

う
す
き
り
の
た
ち
ま
よ
ふ
山
の
も
み
ち

　

葉
ゝ
さ
や
か
な
ら
ね
と
そ
れ
と
み
え
け
り
（
524
）

　
　
　

秋
哥
と
て
よ
め
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
条
院
高
倉

　

神
な
ひ
の
み
む
ろ
の
こ
す
ゑ
い
か
な
ら
む

　

な
へ
て
の
山
も
し
く
れ
す
る
こ
ろ
（
525
）

　
　
　

最
勝
四
天
王
院
の
障
子
に
す
ゝ

　
　
　

か
川
か
き
た
る
所　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」〈
105
ウ
〉
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